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三菱電機グループは、省エネ機器やオートメーション
技術を活用したソリューションの提供により、製造
分野での脱炭素化や人手不足など社会課題の解決
に貢献し、持続可能な社会の実現に向けて取り
組んでまいります。

三菱電機は家電製品からエレベーター、鉄道システム、FA（ファクトリーオートメーション）機器、人工衛星にいたるまで幅広
い事業領域を持ち、それらが生み出すシナジー効果によって、さまざまな課題に取り組み、最適なソリューションを世界中で
提供しています。

三菱電機グループは、活力とゆとりある社会を実現するため、製品・サービスにおけるイノベーションの推進と統合ソリュー
ションの提供によるカーボンニュートラルとサーキュラ―エコノミーの実現を目指し、今後も、事業を通じた社会課題の解決
に取り組んでいきます。

もっと素晴らしい明日（Changes for the better）に向けて、三菱電機FAは“Automating the World”のスローガンのもと、
三菱電機 FA システム事業の製品やサービスの提供価値を拡大していきながら、統合ソリューションの提供・拡大を進め、
オートメーション技術を通じて、製造業だけでなく社会全体の技術革新とイノベーションに貢献、世界の人々の暮らしを豊か
にし、持続可能な未来を築くパートナーとして皆さまと共に歩んでいきます。

三菱電機は家電製品からエレベーター、鉄道システム、FA（ファクトリーオートメーション）機器、人工衛星にいたるまで幅広
い事業領域を持ち、それらが生み出すシナジー効果によって、さまざまな課題に取り組み、最適なソリューションを世界中で
提供しています。

三菱電機グループは、活力とゆとりある社会を実現するため、製品・サービスにおけるイノベーションの推進と統合ソリュー
ションの提供によるカーボンニュートラルとサーキュラ―エコノミーの実現を目指し、今後も、事業を通じた社会課題の解決
に取り組んでいきます。

もっと素晴らしい明日（Changes for the better）に向けて、三菱電機FAは“Automating the World”のスローガンのもと、
三菱電機 FA システム事業の製品やサービスの提供価値を拡大していきながら、統合ソリューションの提供・拡大を進め、
オートメーション技術を通じて、製造業だけでなく社会全体の技術革新とイノベーションに貢献、世界の人々の暮らしを豊か
にし、持続可能な未来を築くパートナーとして皆さまと共に歩んでいきます。
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選 定
1．定格電圧の選定
ヒューズが使用される回路の電圧は、ヒューズの定格電圧
と同一であること。（三相回路は3本，単相回路は2本のヒ
ューズリンクを使用願います。）
2．定格電流の選定
⑴　常時通電電流の無劣化通電
一般的には、負荷の定格電流以上のヒューズ定格電流とす
る。（T、M、C種）
⑵　耐過渡電流

⑶　事故発生時の被保護器との動作協調
⑷　ヒューズと、電源側あるいは負荷側の、遮断器あるい
はヒューズとの動作協調。

⑸　ヒューズの定格電流選定表。
上記⑴⑵⑶を条件とした推奨選定表を表5～9に示します。
3．定格遮断電流の選定
回路の短絡電流以上の定格遮断電流をもったヒューズを選
定する必要があるが、当社の限流ヒューズは大きな遮断容

量をもっているので、一般の系統ではこの項目は考慮する
必要がなく、選定上、簡便です。
4．動作特性区分の選定
高圧ヒューズには表1に示すように溶断特性を表わす区分
と、小電流遮断特性を表わす区分があります。
下記に従って選定ください。
⑴　溶断特性の区分（表１、２ 図１参照）
JIS C 4604及びJEC-2330に適合した種別表示を採用してい
ます。これは使用負荷種別ごとにその使用条件に合わせて
溶断特性、繰返し過電流特性をそれぞれ規定し、ヒューズ
の保護協調の確実化とヒューズ定格電流選定の簡便化を向
上させるため規定したものです。

１）Ｔ種：変圧器用、T○○Aと表示
２）Ｍ種：電動機用、M○○Aと表示
３）Ｃ種：コンデンサ用、C○○Aと表示
４）Ｇ種：一般用、G○○Aと表示

表１ 高圧ヒューズの動作特性区分表

高圧ヒューズの区分

特性の表現方法

負荷の種類によってT, M, G, C種の区分があります。（図１，表２参照）

超広域ヒューズ

広域ヒューズ

バックアップヒューズ

時間－電流特性曲線で示される。本質的にバラツキを有するため、最小、平均、最大
特性曲線が存在することになるが、一般には（電流値に対しての）平均溶断特性で示
される。
最大、最小溶断特性のバラツキは（電流値に対して）規格上では±20％であるが、当
社では±10％に管理している。

これは動作および溶断特性曲線上に
示され（時間－電流）、遮断保証範
囲は実線で、又、非保証範囲は点線
で示される。
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図2．小電流遮断性能の区分説明図

過渡電流（変圧器の励磁突入電流、電動機の始動電流、コ
ンデンサの突入電流）で劣化しないよう、許容特性および
繰返し過電流特性で検討し、十分余裕をとった定格電流
とする。多頻度開閉の場合は、CLS形をご使用ください。

電気設備技術基準の規定「ヒューズの溶
断特性は定格電流の1.3倍の電流に耐え、
かつ２倍の電流で120分以内に溶断する」
に対応し、旧規格JIS C 4604（1971）および
JEC-175のⅠ種に相当する種別である。

1 高圧・特別高圧限流ヒューズ
CL, CLS, PL

《準拠規格 JEC-2330，JIS C 4604》

三菱限流ヒューズは、ヒューズに大きな短絡電流が流れたとき、ヒューズ内部に発生するア
ーク抵抗により、その電流を短絡電流よりもきわめて小さい値に制限して、非常に短い時間内
に遮断し、回路を保護しますから、系統機器の過電流強度を著しく低減できます。また小形で
大きな遮断容量をもっており、密閉構造ヒューズですから、キュービクルなど据付寸法の小さ
い場合に適します。
一般に限流ヒューズは動作過電圧が高く、小電流遮断性能が悪いものですが、当社の限流ヒ
ューズはその点特別にくふうをこらしてありますので、動作過電圧が低く、小電流遮断性能が
すぐれており、CL形（形番―）、CL形（形番LB）3.6kV 7.2kV G5～400Aヒューズは広域ヒュ
ーズとして使用出来ます。

一般的特長

１．密閉構造タイプです。
２．小形軽量になっております。
３．規格最高級の遮断容量を有しています。
４．正確な電流－時間特性（バラツキは電流軸で±10％以

下）で選定が容易に出来ます。

５．大きい適用負荷容量を有しております。
６．動作過電圧が低くなっております。
７．すぐれた小電流遮断性能を有しております。
８．繰返し過電流に対して長寿命になっております。
９．負荷の特性に合わせて製作した豊富な種類があります。

用 途

1．変圧器用
変圧器の二次側直下短絡及び一次側故障の保護をします。
2．コンデンサ用
コンデンサ内部故障時のケース破壊保護、あるいは故障コ
ンデンサを系統から切離して回路を保護します。
3．遮断器・開閉器のバックアップ用
遮断器や開閉器の遮断容量不足をバックアップします。特
に開閉器をバックアップするコンビネーションスイッチは
経済的です。

4．ケーブル用
回路の事故電流を遮断しケーブルを保護します。
5．電動機用
事故電流を遮断し電動機回路を保護します。電動機の大き
な始動電流のひんぱんな入、切に耐えるヒューズになって
おります。（CLS形）
6．VT用
VT回路の一次側故障電流を遮断し、故障VTを系統から
切離して回路を保護します。
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CL形（形番－），CL形（形番LB），CL形（形番LD）ヒューズリンク
《主に変圧器用（溶断特性G種、T種、C種）》

■超広域形ヒューズ

特 長

CL形（形番―）、CL形（形番LB）3.6kV、7.2kV G5～G100（T1.5～T75）Aヒューズは小電流遮断性能
が特に優れた超広域ヒューズになっております。
また、CL形（形番―）3.6kV、7.2kV G150～G400（T100～T300）Aヒューズは広域ヒューズになって
おります。

●CL形（形番－）、CL形（形番LB）3.6kV，7.2kVヒューズ
リンク

１．密閉構造で屋内外共用、動作表示装置付です。
２．最小遮断電流に対応する動作時間がJIS推奨値の「100

秒」を大きく越えてG5～G100Aヒューズは「１時間」、
G150～G400Aヒューズは「2,000秒」まで遮断でき、
超広域あるいは広域ヒューズとなっております。

３．繰返し過電流性能が変圧器用に対するJIS規定値「100
回」に対して「3,000回」以上あります。

４．組立をほとんど機械化しておりますので、性能が均一
化しております。 （G5～G75A定格）

５．エポキシ接着剤を全く使わず、キャップ－磁器管の締
結は機械的に行ない、シールはすべてシリコンゴム
（耐熱区分C 180℃以上）を使用していますので、
信頼性に優れております。 （G5～G75A定格）

６．キャップ－磁器管部はダブルシール構造（図３ 参照）
になっておりますので、屋内外共用ヒューズとして信
頼性に優れております。 （G5～G75A定格）

（G5～G75A定格）
●CL形（形番LD）3.6kV，7.2kVヒューズリンク
１．密閉構造、動作表示装置付です。
２．大容量定格にもかかわらず、非常に小形になっており

ます。

●CL形（形番－）12kV，24kV，36kVヒューズリンク
１．密閉構造で屋内外共用、動作表示装置付です。
２．最大36kV G100（T50）Aと高電圧、大電流定格にも

かかわらず小形、軽量になっております。

構造および動作
●CL形（形番－）、CL形（形番LB）3.6kV 7.2kVヒューズ
リンク

図３ および に示しますように、小電流定格のヒューズ
は、線状エレメントを小径のらせん状に巻き、また、大電
流定格のヒューズはV字状刻み入り帯状エレメントをジグ
ザグに折り曲げて配設し、両端は溶接で取付けてあります。
ヒューズエレメントは中央部における支持部材を使うこと
なしに張りわたしてあり、この構造によってヒューズエレ
メントが自由に伸縮できるようになり、繰返し過電流寿命
が非常に優れております。
また、遮断性能を向上させるために中央部のエレメントを
端部に対してより深くけい砂の中に埋没するような構造と
なっております。

てあります。
G5～G75Aヒューズでは図３ に示しますように、エポ
キシ接着剤を全く使わず、キャップ－磁器管部の締結はキ
ャップの入口を磁器管の外周の溝部に絞り込み、シールは
シリコンゴムによって行なっております。特にキャップ－
磁器管部は屋内外共用ヒューズとして、より信頼性を得る
ためにダブルシール構造になっております。そして、その
組立は、ほとんど機械化されており、均一な性能を有して
おります。
●CL形（形番LD）3.6kV 7.2kVヒューズリンク
図３ に示しますように、図３ のCL形（形番LB）ヒュー
ズリンクと同様なヒューズエレメントを使用し、繰返し過
電流寿命が非常に優れております。小電流定格のCL形（形
番LB）ヒューズリンクと同じ外形寸法でG100（T76）Aとい
う大容量定格とするため、絶縁管には特に耐熱性と強度に
優れたガラス布基材特殊樹脂積層管を使用しております。

７．CL形（形番LB）は動作表示棒を強力にしたストライ
カになっておりますので、SCL-G□S□□形ヒューズ
付負荷開閉器に使用すれば、ヒューズ動作時に開閉器
を自動的に引外すことができます。

３．動作表示棒を強力にしたストライカになっております
ので、それぞれSCL-G□S2□形ヒューズ付負荷開閉器
に使用してヒューズ動作時に開閉器を自動的に引外す
ことができます。

下キャップには動作表示装置を装着してあり、ヒューズエ
レメントの溶断に引続いて表示線が溶断すると、内蔵バネ
によって表示棒が突出してヒューズが動作したことを表示
します。そのうち、CL形（形番LB）G5～G75Aヒューズ
リンクは、SCL-G□S□□形ヒューズ付負荷開閉器に装着
して、ヒューズの動作時に開閉器を自動的に引外すことが
できるように表示棒の動作を強力にして、ストライカにし

動作表示装置は表示棒の動作を強力にしたストライカとし
てありますので、SCL-G□S2□形ヒューズ付負荷開閉器に
装着してヒューズの動作時に開閉器を自動的に引外すこと
ができるようになっております。

 小電流遮断性能の区分

ａ）超広域ヒューズ
G種表示で定格電流値の約1.6倍（1時間溶断電流値）
から定格遮断電流までのすべての電流を遮断出来るヒ
ューズ。

ｂ）広域ヒューズ
G種表示で定格電流値の約2倍から定格遮断電流まで
のすべての電流を遮断出来るヒューズ。

ｃ）バックアップヒューズ

最小しゃ断電流の選定方法：図２参照
ａ）広域ヒューズ

○イ広域ヒューズは、バックアップヒューズより小電流
長時間域まで遮断可能であるため、保護範囲が広く
バックアップヒューズでは他の遮断器との動作協調
がとりにくいところでも、この広域ヒューズを使用
すれば保護レベルが向上します。
○ロ汎用のCL形（形番―）、CL形（形番LB）3.6kV 7.2kV
G5-100A ヒューズが超広域の特性を有しており、
又、CL形（形番―）3.6kV 7.2kV G150-400Aは広域
の特性を有しております。この２種類を用途に合せ

使い分け頂きますと、図2に示すヒューズ遮断可能
領域が広くとれます。
○ハしかし広域および超広域ヒューズといえども厳密に
は、ヒューズの本質上、最小遮断電流と言う限界が
あり、それ以下では劣化したり遮断不能になる危険
領域をもっておりますのでご注意ください。
○ニまた負荷側あるいは低圧側の過電流遮断器（低圧ヒ
ューズあるいはノーヒューズ遮断器）を省略して過
負荷保護あるいは低圧末端の短絡まで高圧ヒューズ
のみで回路を保護する場合には広域ヒューズが適し
ていると言われているが、この場合にもヒューズと
言うものは劣化域をもつこと、過渡突入電流に弱い
こと、再投入ができないこと等、固有の弱点をもっ
ていますので負荷電流に近い低い定格電流のヒュー
ズを使用することはできず、従って過負荷あるいは
小さい短絡電流の保護は一般にはお推め出来ません
のでご注意ください。

ｂ）バックアップヒューズ
ヒューズの最小遮断電流が定格電流の5倍以下程度で
あっても、高圧側の短絡事故であればほとんどの場合、
短絡電流はヒューズの最小遮断電流以上となるため、
高圧ヒューズ単独で遮断できます。また高圧ヒューズ
の小電流域については図2に示す通り、高圧側の引は
ずし装置付き高圧電磁接触器あるいは遮断器等と協調
を取ることにより、また低圧側の故障に対しては低圧
ヒューズとか、ノーヒューズ遮断器で遮断して協調を
とることによってカバーすることができます。
このように定格電流の選定さえ正しくすれば、一般の
短絡保護用にはバックアップヒューズで十分な保護を
果すことが可能となります。

表2 溶断特性の区分

ヒューズの種類 不溶断電流 繰返し過電流特性
溶　断　特　性

2h溶断電流 60s溶断電流 10s溶断電流 0.1s溶断電流

限流ヒューズは大電流での限流遮断性能は非常にすぐれて
いますが、溶断時間が長時間となる小電流域、例えばG種
ヒューズではその定格電流値の5倍以下程度の電流域は溶
断はしても溶断した後に発生するアークの遮断は特に工夫
をこらさない限り一般には困難であります。そのため規格
ではこの小電流遮断性能を最小遮断電流値としてメーカー
が保証するよう要求されております。当社ではこの点、特
別の創意をこらし、全般的に小電流遮断性能の優れたもの
を製造しておりますが、使用者の御便宜をはかり次のよう
な３種に分類して表示しております。

メーカー保証値の最小遮断電流から定格遮断電流まで
のすべての電流を遮断出来るヒューズ。

G
(一般用)

T
(変圧器用)

M
(電動機用)

C
(コンデンサ用)

1.3×Irで
2h以内に溶断しない

2×Irで
2h以内に溶断しない

≦2×Ir

─

─

─

─

─

─

≦10×Ir

≧2×Ir
≦5×Ir

≧2.5×Ir
≦10×Ir

≧6×Ir
≦10×Ir

─

≧7×（Ir/100）0.25×Ir
≦20×（Ir/100）0.25×Ir

≧12×Ir
≦25×Ir

≧15×Ir
≦35×Ir

─

─

10×Ir
0.1sで100回不溶断

5×Ir
10sで10,000回不溶断

70×Ir
0.002sで100回不溶断

※表中の“Ir”はヒューズの種類における“定格電流”を表す
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CLS形ヒューズリンク
《主に電動機および多頻度開閉用（溶断特性M種、C種）》

特 長
１．小形であるが大きな遮断容量、負荷容量をもっていま

す。
２．大きな始動電流の特にひんぱんな入、切にも耐えます。

JIS C 4604による定格電流×５倍、10秒通電の繰
り返し寿命に対する規定10,000回を大きく越え，
30,000回以上耐えます。

３．短絡時には非常に速く遮断し、すぐれた限流特性をも
っています。

４．動作過電圧が特に低くなっています。
５．電動機用として最適の溶断特性（M種）をもっていま

す。
６．ヒューズリンクは密閉構造で動作表示装置付きです。

定 格
●溶断特性

●繰り返し過電流特性
現規格では電動機用は5倍10秒の過電流に10,000回以上耐
えればよいこととなっておりますが、このCLS形は特に30,000
回以上の繰り返しを保証しておりますので、日に数回程度
入り切りしても自然劣化せずに耐えることが出来ますので
電動機回路、コンデンサ回路および変圧器回路にも特に多
頻度開閉が要求される回路用として広く使用して頂けます。

構造および動作
図５に示しますようにV字状刻み入り帯状エレメントを全
長にわたってジグザグに折り曲げて放射状に配置し、両端
のキャップに溶接によって直付けしてあります。ジグザグ
折り曲げはV字状刻み部と素材部とを交互に行なって、ば
ね強度を向上し、中央における支持部材を使うことなくエ
レメントを張り渡してあります。また、中央部のエレメン
トを端部に対してより深くけい砂の中に埋没するような構
造となっております。
このV字状刻み入り帯状エレメントおよび上記の構造によ
って温度上昇が低く負荷通電能力を飛躍的に増加させなが
ら動作過電圧の発生を抑制し、限流遮断性能を格段に向上
させております。
ジグザグ折り曲げは通電・休止のたびに生ずるエレメント
の伸縮を全長にわたって一様に分布させ、その変位時の砂
の抵抗を低減させ、また、支持部材を使わずにエレメント
を張り渡すことによって、エレメントが自由に伸縮できる
ようになり、従来のヒューズのように伸縮が1個所に集中
して金属疲労のためにエレメントの断線事故を起こすとい
う欠点を大きく改善しております。

 プッャキ下 プッャキ上 ヒューズエレメント 

けい砂 表示線 絶縁管 動作表示装置 

図5．CLS形ヒューズリンク構造

〕 〔

下キャップには動作表示装置を装着してあり、エレメント
の溶断に引続いて表示線が溶断すると、内蔵バネによって
表示棒が突出して、ヒューズが動作したことを表示します。
CLS形（形番PD）ヒューズリンクは、SCL-G□S2□形ヒュー
ズ付負荷開閉器に装着して、ヒューズの動作時に開閉器を
自動的に引外すことができるように、表示棒を強力にした
ストライカにしてあります。

電動機用起動器の保護に接触器あるいは遮断器と組み合わ
せて使用し、過負荷保護は接触器あるいは遮断器で負担さ
せ、ヒューズは完全に短絡保護のみを受持つCLS形のよ
うなヒューズの溶断特性は、電気設備技術基準の規定と
異なり、定格電流の5倍程度の始動電流で10秒程度は損傷
せず、電動機の負荷電流とヒューズの定格電流値とは、
ほぼ同一にできるほうが合理的であるためCLS形ヒュー
ズの溶断特性は、従来より当社基準にて製作試験し、そ
のヒューズ定格電流は、○○SA（たとえば100SAのよう
に）と呼称していました。
すなわちCLS形は電気設備技術基準の規定（２倍で２時間
以内に溶断）に適合するCL形に比べると約２～３倍程度定

７．CLS形（形番PD）ヒューズリンクは動作表示棒を強力
にしたストライカになっておりますので、SCL-G□S2□形
ヒューズ付負荷開閉器に使用してヒューズ動作時に開
閉器を自動的に引外すことができます。

格電流ベースの溶断特性がおそくなっています。旧規格
JEC-201（1977）およびJIS C 4604（1979）では、この特性規
定方法が電動機用として優れていることが認められ、そ
のままM種特性として流用規定されました。このため、こ
のM表示定格値は従来よりのSA表示値と同一であり変化
ありません。（旧規格での繰り返し回数は1,000回以上）

●CL形（形番－）12kV，24kV，36kVヒューズリンク
最大36kV G100（T50）Aという高電圧、大電流定格にもか
かわらず小形・軽量とするために、図４に示しますように
刻み入り線状エレメントを特殊星形断面磁器棒にらせん状
に巻き付けて磁器管の中に収納しております。磁器管、そ
の他部材は屋内外共用ヒューズとして信頼性の高い材質を
使用しております。

シール材 けい砂 磁器管 

上キャップ 
下キャップ ヒューズエレメント 

表示線 

動作表示装置 
（ストライカ） 

動作表示装置 
（ストライカ） 

動作表示装置 
 

けい砂 表示線 絶縁管 

けい砂 磁器管 

けい砂 けい砂 表示線 

表示線 

星形磁器棒 
星形磁器棒 

 プッャキ下 プッャキ上 ヒューズエレメント 

ヒューズエレメント 
ヒューズエレメント 

表示線 

 管器磁はたま管縁絶 管器磁はたま管縁絶 プッャキ上 下キャップ キャップ 

動作表示装置 
 

 プッャキ下 プッャキ上 ヒューズエレメント 

図3 ヒューズリンク構造
CL形（形番LB）3.6kV，7.2kV G5～G75A

図3 ヒューズリンク構造
CL形（形番LD）3.6kV，7.2kV  G80～G100A,T88A

図4 ヒューズリンク構造
CL形（形番－）12kV，24kV，36kV

図3 ヒューズリンク構造
CL形（形番－）3.6kV，7.2kV G75～G400A
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定格
電圧
kV

7.2

7.2

7.2

7.2

7.2

7.2

7.2

12

12

12

24

24

24

主
用
途

使用
場所

形名 形番
定格
電圧
kV

定格電流
A

定 格
遮 断
電 流

kA

最  小
遮  断
電流性能G T C

変
圧
器
・
コ
ン
デ
ン
サ
用

屋内

屋外
CL

形名

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

形 番

V 75

V100

H200

V 75

V100

H200

H400

H 20

H 50

H100

H 20

H 50

H100

定 格
電 流

A

T 50

T150

T300

T 50

T150

T300

T300

T 7.5

T 25

T 50

T 7.5

T 25

T 50

定格雷イ
ンパルス
耐 電 圧

kV

60

60

60

60

60

60

60

75

75

75

125

125

125

定格
電圧
kV

7.2

7.2

7.2

7.2

7.2

7.2

7.2

12

12

12

24

24

24

形名

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

CL

形 番

B 75

B100

B200

B 75

B100

B200

B400

B 20

B 50

B100

B 20

B 50

B100

定 格
電 流

A

T 50

T150

T300

T 50

T150

T300

T300

T 7.5

T 25

T 50

T 7.5

T 25

T 50

定格雷イ
ンパルス
耐 電 圧

kV

60

60

60

60

60

60

60

90

90

90

150

150

150

超広域
1時間
溶断電流

図8参照

広域

図8参照

G定格の
約2倍
2,000秒溶
断電流

LB

－

－

－

LB

－

－

－

－

－

－

－

－

－

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

図9参照

図9参照

図9参照

図9参照

図9参照

図9参照

3.6

3.6

3.6

3.6

7.2

7.2

7.2

7.2

12

12

12

24

24

24

5
10
20
30
40
50
60
75
75

100
150
200
300
400

5
10
20
30
40
50
60
75
75

100
150
200
300
400

5
10
20
30
40
50
75

100
5

10
20
30
40
50

※180
※100

T 1.5
T 3
T 7.5
T 15
T 20
T 30
T 40
T 50
T 60
T 75
T100
T150
T250
T300
T 1.5
T 3
T 7.5
T 15
T 20
T 30
T 40
T 50
T 60
T 75
T100
T150
T250
T300
T 1.5
T 3
T 7.5
T 10
T 20
T 25
T 40
T 50
T 1.5
T 3
T 7.5
T 10
T 20
T 25
T 40
T 50

C 1.5
C 3
C 7.5
C 15
C 20
C 30
C 40
C 50
C 40
C 60
C 75
C100
C175
C250
C 1.5
C 3
C 7.5
C 15
C 20
C 30
C 40
C 50
C 40
C 60
C 75
C100
C175
C250
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

屋内

屋外
CL

変
 
圧
 
器
 
用

ヒューズリンク ヒューズホルダ（屋内） ヒューズホルダ（屋外）

電力ヒューズの種類と定格表

表3（1）CL形ヒューズ定格と種類

CL形（形番H20）24kV T7.5A
屋内用断路形

CL形（形番B75）7.2kV T50A
屋外用断路形

広域

図8参照

G定格の
約2倍
2,000秒溶
断電流

超広域
1時間
溶断電流

図8参照

（注）※G80（T40）……G40（T20）×2並列、G100（T50）……G50（T25）×2並列

CL形（形番V75）7.2kV T50A
屋内用断路形

〔〔

〔〔

PL形（形番G）、PL形（形番J）ヒューズ
《VTおよび制御電源変圧器用（溶断特性T種）》

特 長
●PL形（形番G）3.6／7.2kVヒューズ
１．密閉構造で外部へガスを全く放出しません。
２．ヒューズリンクは外形寸法φ15× 110と非常に小形

になっております。
３．非常に小形化されているにもかかわらず、規格最高級

の定格遮断電流40kAを有しております。

５．エレメントの材料および形状には独特の設計を採用し
ておりますので、自然切れの心配がありません。

●PL形（形番J）3.6～36kVヒューズ
１．密閉構造で動作表示装置付です。

３．36kVという高電圧定格にもかかわらず、小形・軽量
になっております。

４．最小遮断電流に対応する動作時間が200秒と優れた遮
断性能を有しております。

６．ホルダは断路形です。

構造および動作
●PL形（形番G）3.6／7.2kVヒューズリンク
図６ に示しますように刻み入り線状エレメントをらせん
状に巻いて特殊形状の耐熱クロスチューブを内面に設けた
磁器管の中に収納し、その中にけい砂を充填しております。
この耐熱クロスチューブは、けい砂の消弧作用を低下させ
ることなしにエレメントと磁器管を完全に隔離して熱的に
磁器管が破壊するのを防止しており、このヒューズが極め
て小形にもかかわらず磁器管の使用が可能となっておりま
す。また複合断面の刻み入りエレメントを使用することに
よって優れた遮断性能が得られ、動作過電圧が低く、3kV、

6kV回路に共用することができます。尚、このヒューズリ
ンクは、極めて小形にしているために動作表示装置は内蔵
しておりません。
●PL形（形番J）3.6～36kVヒューズリンク
最大36kVという高電圧定格にもかかわらず、小形・軽量と
するために図６ に示しますように特殊な線状エレメント
を特殊星形断面磁器棒にらせん状に巻き付けて磁器管の中
に収納しております。下キャップには動作表示装置を装着
してあり、ヒューズエレメントの溶断に引続いて表示線が
溶断すると、内蔵バネによって表示棒が突出してヒューズ

けい砂 ヒューズエレメント 

キャップ 耐熱クロスチューブ 磁器管 

 砂いけ 砂いけ 表示線 

表示線 

星形磁器棒 

星形磁器棒 

ヒューズエレメント ヒューズエレメント 

 管器磁 管器磁 プッャキ上  プッャキ プッャキ下

動作表示装置 
 

図6 PL形（形番G）ヒューズリンク構造図

図6 PL形（形番J）ヒューズリンク構造図

４．遮断動作時の過電圧が低く、3.6／7.2kV共用形になっ
ております。

２．動作表示棒の荷重を大きくしておりますので表４の写真
に示しますように専用の伝達装置によってマイクロ
スイッチを動作させることができます（36kVは除く）。

５．ヒューズエレメントには耐食性に優れた金属を使用し
ておりますので、自然切れの心配がありません。

が動作したことを表示します。表４の写真に示しますよ
うな専用の伝達装置によってマイクロスイッチを動作させ
ることができるようにVT用1Aという小電流定格にも
かかわらず、表示棒の動作荷重を大きくしております。ヒ
ューズエレメントには自然切れが起こらないように耐食性
に優れた金属を使用しております。

６．ヒューズホルダは樹脂による一体成型のため、非常
に小形・軽量になっており、取付スペースも小さくて
すみます。
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種 類 定格電圧
（V）

常時閉路 常時開路
抵抗負荷 ランプ負荷 誘導負荷 電動機負荷 接点構成

（ヒューズ動作表示未動作時）
常時閉路 常時開路 常時閉路 常時開路 常時閉路 常時開路

無誘導負荷（A） 誘導負荷（A）

定格雷イ
ンパルス
耐 電 圧

kV

ヒューズリンク ヒューズホルダ

主用途 使用
場所 形 名 形番

定 格
電 圧

kV

定格
電流

A

定 格
遮 断
電 流

kA

最小遮断
電流性能

定 格
電 圧

kV
形 名 形番

－
160

160

175
125
170

160

190
150
200

種 類

固定形

断路形

断路形

表3（4） VT用ヒューズ、定格と種類

表4．ヒューズリンク動作表示用

VT用

屋内

屋外

PL

CL

G

J

－

0.6
3.6／7.2

3.6
7.2

12
24
36

3.6
7.2

12
24
36

T2
T1
T1
T1
T1
T1
T1
T1
T1
T1
T1
T1

定格
電流

A

10
10

11

11
11
11

T 50

T7.5
T7.5
T7.5

100
40
40
40
40
40
25
40
40
40
40
25

AC用

DC用

AC 125
AC 250
DC 125
DC 250

15
15
10

3

1.5
1.25
1.5
0.75

3
2.5
3
1.5

6
1.5

7.5
2

15
15

2.5
1.5
2.5
1.5

5
3
5
2

図12参照（1,000秒以下）
図12参照（1秒以下）

図13（a）参照
（200秒以下）

図13（ｃ）参照
（1,000秒以下）

0.6
3.6／7.2

7.2

12
24
36

7.2

12
24
36

PL

CL

G

J

B75

B20
B20
B20

PL形（形番G）
3.6／7.2kV T1A

ヒューズリンク動作表示用
マイクロスイッチ付ホルダ

PL形（形番J）24kV T1A
ヒューズ動作表示マイクロスイッチ付

１．上記数値は定常電流を示します。
２．誘導負荷とは、力率0.4以上（AC）、時定数7ms以下（DC）の値です。
３．ランプ負荷とは、10倍の突入電流を有するものです。
４．電動機負荷とは、6倍の突入電流を有するものです。
５．最小適用負荷はDC5V 160mA 
６．種類DC用の場合、ACでも同じ定格で使用できます。
７．ご注文の際は、ヒューズホルダ形名と定格電圧、定格電流及びスイッチ定格（AC又はDC）をご指定ください。

（注）

１．屋内用ヒューズホルダは、ご注文時にヒューズ動作表示スイッチ付の仕様を選択することが可能です（一部機種を除く）。
　　※ヒューズ動作表示スイッチ仕様が無いヒューズホルダ形名：PL-G 0.6kV，PL-G 3.6/7.2kV，PL-J 36kV
　　※ご注文の際は、ヒューズホルダの形名及びスイッチ定格（AC又はDC）をご指定ください。
２．ヒューズ動作表示用スイッチは後取付用のオプション部品としても販売しています（一部機種を除く）。
　　※ご注文の際は、ヒューズホルダ形名と定格電圧、定格電流及びスイッチ定格（AC又はDC）をご指定ください。
　　※後取付が出来るヒューズホルダ形名：PL-J 12kV T1A

（注）

N.ON.C

COM 
（＋） 

屋内

定格雷イ
ンパルス
耐 電 圧

kV

ヒューズリンク

外 観 写 真

ヒューズホルダ（屋内）

主用途 使用
場所 形名 形番

定格
電圧
kV

定格電流
A

M C

定 格
遮 断
電 流

kA

最小遮断
電流性能

定格
電圧
kV

形名 形番 定格電流
A

45

45

45

60

60

60

ヒューズホルダ（屋外）

定格
電圧
kV

形名 形 番
定 格
電 流

A

定格雷イ
ンパルス
耐 電 圧

kV

ヒューズリンク ヒューズホルダ（屋内）

主
用
途

使用
場所 形名 形番

定格
電圧
kV

定格電流
A

G T C

定 格
遮 断
電 流

kA

最  小
遮  断
電流性能

定格
電圧
kV

形名 形 番
定 格
電 流

A

定格雷イ
ンパルス
耐 電 圧

kV

表3（2） CL形ヒューズ定格と種類

変
 
 
圧
 
 
器
 
 
用

屋内

屋外
CL

CL

－

－

－

36

36

36

LD

5
10
20
30
40
50
※ 80
※100

80
100
－
80

100
－

T1.5
T 3
T7.5
T 10
T 20
T 25
T 40
T 50
T 66
T 76
T 88
T 66
T 76
T 88

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

25

25

25

図9参照

図9参照

図9参照

図10参照

36

36

36

CL

CL

CL

SCL-G□S2□形
SCL-G□F2□形
ヒューズ付負荷開閉器用

－

H 20

H 50

H100

T7.5

T25

T50

170

170

170

36

36

36

CL

CL

CL

B 20

B 50

B100

T7.5

T25

T50

200

200

200

表3（3） CLS形ヒューズ、定格と種類

電動機用
コンデン
サ用
多頻度開
閉用

屋内 CLS

R

3.6

3.6

3.6

7.2

7.2

7.2

3.6

PD

M20
M50
M100
M150
M200
M300
M400
M20
M50
M100
M150
M200
M300
M400

M20

M50

C 15
C 35
C 70
C100
C130
C200
C300
C 15
C 35
C 70
C100
C130
C200
C300

C 15

C 35

40

40

40

40

40

40

図11参照

図11参照

図11参照

図11参照

図11参照

図11参照

3.6

3.6

3.6

7.2

7.2

7.2

CLS

CLS

CLS

CLS

CLS

CLS

SCL-G□F3□形
ヒューズ付負荷開閉器用
（ただしストライカなし）（注2）

R

R

R

R

R

R

M100

M200

M400

M 50

M200

M400

（注）１．※G80（T40）……G40（T20）×2並列、G100（T50）……G50（T25）×2並列
２．CL形（形番LB，LD）ヒューズリンクはストライカ付であり、それぞれ、SCL-G□S□□形ヒューズ付負荷開閉器に使用して、ヒューズ動作時に開閉

CLS形（形番R）
7.2kV M200A断路形

M100 C 70
40 図11参照

P

3.6

7.2

40

３．屋内用ヒューズホルダは、ご注文時にヒューズ動作表示スイッチ付の仕様を選択することが可能です。
　　※ご注文の際は、スイッチ定格（AC又はDC）をご指定ください。
４．ヒューズ動作表示スイッチは後取付用のオプション部品としても販売しています（一部機種を除く）。
　　※ご注文の際は、ヒューズホルダ形名と定格電圧、定格電流及びスイッチ定格（AC又はDC）をご指定ください。
　　※後取付が出来ないヒューズホルダ形名：CL-V75，CL-H20 36kV，CL-H50 36kV

１．CLS形（形番PD）ヒューズリンクはストライカ付であり、SCL-G□S2□形ヒューズ付負荷開閉器を使用して、ヒューズ動作時に開閉器を自動的に引外
すことができます。

２．CLS形（形番P）ヒューズリンクは、動作表示装置は付いていますが、SCL-G□F3□形ヒューズ付負荷開閉器を使用して、ヒューズ動作時に開閉器を自
動的に引外すことはできません。

３．ヒューズホルダは、ご注文時にヒューズ動作表示スイッチ付の仕様を選択することが可能です。
　　※ご注文の際は、スイッチ定格（AC又はDC）をご指定ください。
４．ヒューズ動作表示スイッチは後取付用のオプション部品としても販売しています。
　　※ご注文の際は、ヒューズホルダ形名と定格電圧、定格電流及びスイッチ定格（AC又はDC）をご指定ください。

器を自動的に引外すことができます。

（注）

SCL-G□S2□形
SCL-G□F2□形
ヒューズ付負荷開閉器用

11

11 12



G60※
（T40）A

G75※
（T60）A

表5（3） 6.6kV、3.3kV三相・単相変圧器一括用CL形（形番－）、CL形（形番LB）ヒューズ推奨定格電流

表5（4） 6.6kV、3.3kV三相・単相変圧器一括用CL形（形番LD）ヒューズ推奨定格電流

容量 
kVA
6.6kV 3.3kV

定格電流A

定格電流A

容量kVA 6.6kV 

3.3kV

三
 
相
 
変
 
圧
 
器

000
005
010
020
030
－

050
－

075
100
150
200
300
－

500

000
－

005
010
－

020
－

030
－

050
075
100
150
200
－

0
0.44
0.87
1.75
2.62
3.50
4.37
5.25
6.56
8.75

13.1
17.5
26.2
35.0
43.7

G20
（T7.5）

G75※
（T50）A

G75
（T60）A

G100
（T75）

A

G40（T20）A

G5（T1.5）A
G10（T3）A

G30（T15）A

G40（T20）A※
G40（T20）A

G60（T40）A

G75（T60）A
G75（T50）A

G100※
（T75）A

G50（T30）A
G60（T40）A

単  相  変  圧  器
5
－

0.76
※

10
5

1.52
※

20
10

3.03
※

※

※

※

30
－

4.55
※

※

※

※

※

－

20
6.06
※

※

※

※

50
－

7.58
※

※

※

※

－

30
9.09
※

※

※

※

※

※

75
－

11.4
※

※

※

※

※

※

100
50

15.2
※

※

※

※

150
75

22.7
※

※

※

※

※

200
100
30.3
※

※

※

300
150
45.5
※

G75
（T50）

A

G150
（T100）

0
0
0

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

3φ 

SC

3φ 
Tr

1φ 
Tr

PF

（注）１．G75（T50）AはCL形（形番LB）ヒューズG75（T60）AはCL形（形番―）ヒューズです。
２．変圧器励磁突入電流は変圧器定格電流×10倍 0.1秒、繰返しは3,000回を想定して選定しています。
３．※印部は二次側直下短絡時の過電流（変圧器定格電流×25倍）で2秒以内に遮断します。
４．力率改善用コンデンサが変圧器と並列に使用される場合、コンデンサ容量（定格電流）が変圧器容
量（定格電流の合計）の1／3以下であれば、コンデンサ容量を無視して上表より選定できます。

（注）１．変圧器励磁突入電流は変圧器定格電流×10倍0.1秒、繰返しは3,000回を想定して選定しています。
２．※印は二次側直下短絡時の過電流（変圧器定格電流×25倍）で２秒以内に遮断します。
３．力率改善用コンデンサが変圧器と並列に使用される場合、コンデンサ容量（定格電流）が変圧器容量（定格電流
の合計）の1／3以下であれば、コンデンサ容量を無視して上表より選定できます。

容量［6.6kV］ 
容量［3.3kV］ 

（kVA） （kVA） 定格電流（A） 

三
 
相
 
変
 
圧
 
器 

0 
150 
200 
300 
－  

500 
  

750 
1000

0 
75 

100 
150 
200 
－  

300 
－  

500

0 
13.1 
17.5 
26.2 
35.0 
43.7 
52.5 
65.6 
87.5

0 
0 
0 
 
 
 
 
 
 
※ 
※ 
 

50 
－ 

7.58 
 

－ 
30 

9.09 
 

75 
－ 

11.4 
 

100 
50 

15.2 
 

150 
75 

22.7 
 
 
 
 
※ 
※ 
※ 
 

200 
100 
30.3 

 
 
 
※ 
※ 
※ 

300 
150 
45.5

（400） 
200 
60.6

500 
（250） 

75.8

    （600） 

単 相 変 圧 器 

G80（T66）A

T88A
T88A※ 

T88A※ 

T88A※ 

T88A※ 

G100（T76）A

G80 
（T66）A
 G100※ 
（T76）A

G100 
（T76）A

 G100※ 
（T76）A

G80※ 
（T66）A

CL-LB

G100 
（T76）A

電力ヒューズ推奨定格電流

（注）１．G75（T50）AはCL形（形番LB）ヒューズ、G75（T60）AはCL形（形番―）ヒ
ューズです。

２．※印部にはCLS形M400Aをご使用ください。

４．ヒューズ定格電流の最大値は変圧器二次側直下短絡時の保護を考えて、
変圧器定格電流×25倍の電流で2秒以内に遮断するものを選定していま
す。しかし、これは絶対的なものではなく、変圧器のインピーダンスが
非常に大きいとか、推奨値より大きな定格のヒューズを使用する場合等
で、二次側短絡時の協調がとれない場合には、「変圧器と二次側過電流
遮断器間の絶縁を強化し、この間で短絡事故が発生しないようにするこ
とによって保護の簡略化を考えることができる場合もある」ということ
が高圧受電設備規定に記されています。従って、本値は参考値としてご
利用ください。

５．力率改善用コンデンサがヒューズより負荷側に変圧器と並列に使用され
ている場合、コンデンサ容量（定格電流）が変圧器容量（定格電流の合計）
の1／3以下であるときは、コンデンサ容量は無視することができます。1／3
をこえるときにはコンデンサの突入電流を考慮して、コンデンサ定格電
流の1／2だけ変圧器定格電流に加えて表５ により選定してください。

６．各相ごとに三相、単相合計の変圧器定格電流Imを計算し、それを安全通
電する定格値Inとし、各相の中で最大定格のものに統一する。

７．同容量の単相変圧器2台V結線の場合は単相変圧器容量を３倍したものを
１個の三相変圧器容量と同等に考えて適用します。

形名－形番 定格電圧
kV

変圧器最大定格電流
A（lm）
1.5以下
3.0 〃
7.5 〃

15.0 〃
20.0 〃
30.0 〃
40.0 〃
50.0 〃
60.0 〃
75.0 〃

100 〃
150 〃
250 〃
300 〃

1.5 〃
3.0 〃
7.6 〃

12 〃
20 〃
26.3 〃
40 〃
52.5

7.2
3.6

36
24
12

CL-LB

CL

CL

ヒューズ定格電流
G（T）A（ln）

5（T1.5）
10（T3）
20（T7.5）
30（T15）
40（T20）
50（T30）
60（T40）
75（T50）
75（T60）

100（T75）
150（T100）
200（T150）
300（T250）
400（T300）

5（T1.5）
10（T3）
20（T7.5）
30（T10）
40（T20）
50（T25）

75（T40），80（T40）
100（T50）

表5（2） 三相・単相変圧器一括用CL形（形番－）、CL形（形番LB）ヒューズ推奨定格電流

■変圧器用電力ヒューズ

相
 
 
数

回路電圧 kV 3.3

変 圧 器
定格容量

kVA

変 圧 器
定格電流

A

ヒューズ定格電流
G（T）種A

最 大最 小

表5（1） 変圧器用CL形（形番－）、CL形（形番LB）ヒューズ推奨定格電流
6.6

変 圧 器
定格電流

A

ヒューズ定格電流
G（T）種A

最 大最 小

11

変 圧 器
定格電流

A

ヒューズ定格電流
G（T）種A

最 大最 小

22

変 圧 器
定格電流

A

ヒューズ定格電流
G（T）種A

最 大最 小

33

変 圧 器
定格電流

A

ヒューズ定格電流
G（T）種A

最 大最 小

5

10

20

30

50

75

100

150

200

300

500

750

1000

1500

2000

5

10

20

30

50

75

100

150

200

300

500

750

1000

1500

2000

3000

4000

1.52

3.03

6.06

9.09

15.2

22.7

30.3

45.5

60.6

90.9

152

227

303

455

606

0.87

1.75

3.50

5.25

8.75

13.1

17.5

26.2

35.0

52.5

87.5

131

175

262

350

525

700

※

－

－

※

－

－

※

－

－

※

－

－

単
 
 
 
 
 
 
相

三
 
 
 
 
 
 
相

10
（T3）

10
（T3） 0.76

1.52

3.03

4.55

7.58

11.4

15.2

22.7

30.3

45.5

75.8

114

152

227

303

0.44

0.87

1.75

2.62

4.37

6.56

8.75

13.1

17.5

26.2

43.7

65.6

87.5

131

175

262

350

※

－

※

※

－

※

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

30
（T15）

40
（T20）

50
（T30）

60
（T40）

75
（T50）

150
（T100）

200
（T150）

300
（T250）

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

30
（T15）

40
（T20）

50
（T30）

75
（T50）

100
（T75）

150
（T100）

200
（T150）

300
（T250）

400
（T300）

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

30
（T15）

40
（T20）

60
（T40）

75
（T50）

75
（T60）

100
（T75）

200
（T150）

300
（T250）

400
（T300）

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

40
（T20）

50
（T30）

75
（T50）

75
（T60）

100
（T75）

200
（T150）

400
（T300）

0.45

0.91

1.82

2.73

4.55

6.82

9.09

13.6

18.2

27.3

45.5

68.2

90.9

136

182

0.26

0.52

1.05

1.57

2.62

3.94

5.25

7.87

10.5

15.7

26.2

39.4

52.5

78.7

105

157

210

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

30
（T10）

40
（T20）

50
（T25）

75
（T40）

100
（T50）

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

30
（T10）

40
（T20）

50
（T25）

75
（T40）

100
（T50）

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

30
（T10）

40
（T20）

50
（T25）

75
（T40）

100
（T50）

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

30
（T10）

40
（T20）

50
（T25）

75
（T40）

100
（T50）

0.23

0.45

0.91

1.36

2.27

3.41

4.55

6.82

9.09

13.6

22.7

34.1

45.5

68.2

90.9

0.13

0.26

0.52

0.79

1.31

1.97

2.62

3.94

5.25

7.87

13.1

19.7

26.2

39.4

52.5

78.7

105

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

30
（T10）

40
（T20）

50
（T25）

80
（T40）

100
（T50）

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

30
（T10）

40
（T20）

50
（T25）

80
（T40）

100
（T50）

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

30
（T10）

40
（T20）

50
（T25）

80
（T40）

100
（T50）

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

30
（T10）

40
（T20）

50
（T25）

100
（T50）

0.15

0.30

0.61

0.91

1.52

2.27

3.03

4.55

6.06

9.09

15.2

22.7

30.3

45.5

60.6

0.09

0.17

0.35

0.52

0.87

1.31

1.75

2.62

3.50

5.25

8.75

13.1

17.5

26.2

35.0

52.5

70.0

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

30
（T10）

40
（T20）

50
（T25）

80
（T40）

100
（T50）

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

30
（T10）

40
（T20）

50
（T25）

80
（T40）

100
（T50）

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

30
（T10）

50
（T25）

80
（T40）

100
（T50）

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

30
（T10）

40
（T20）

50
（T25）

100
（T50）

20
（T7.5）

40
（T20）

50
（T30）

75
（T50）

75
（T60）

100
（T75）

150
（T100）

200
（T150）

300
（T250）

400
（T300）

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

30
（T15）

50
（T30）

75
（T50）

75
（T60）

100
（T75）

200
（T150）

400
（T300）

30
（T15）

40
（T20）

50
（T30）

60
（T40）

75
（T50）

100
（T75）

150
（T100）

5
（T1.5）

10
（T3）

20
（T7.5）

30
（T15）

40
（T20）

50
（T30）

60
（T40）

75
（T60）

150
（T100）

200
（T150）

300
（T250）

400
（T300）

300
（T250）

20
（T7.5）

３．ヒューズ定格電流の最小値は変圧器励磁突入電流を変圧器定格電流×10
倍 0.1秒、繰返しを3.3kV 6.6kV用 3,000回、11～33kV用 100回と想定し
て選定しています。この値以外のときは、ヒューズの時間―電流特性曲
線により選定してください。また、特に多頻度開閉のときにはCLS形を
ご使用ください。その場合は、M表示の値をT表示の値として表５⑴よ
り選定してください。
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3.3kV 6.6kV 最小 最大 最小 最大 最小 最大

― 0.87 G5 G50

G50

G50

G50

G50

G50

G50

G50

G50

G50

― ― M20（C15） ―

― 1.05 G5 ― ― M20（C15） ―

― 1.31 G10 ― ― M20（C15） ―

― 1.57 G10 ― ― M20（C15） ―

1.75 G10 ― ― M20（C15） ―

2.10 G10 ― ― M20（C15） ―

―

―

―

―

― 2.19 G10 ― ― M20（C15） M20（C15）

2.62 G20 ― ― M20（C15） M20（C15）

3.15 G20 ― ― M20（C15） M20（C15）

― 3.50 G20 ― ― M20（C15）

― 4.20 G20 ― ― M20（C15）

50 4.37 G20 ― ―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

M20（C15） M20（C15）

― 5.25 G20 M20（C15）

― 6.30 G30 M20（C15）

― 75 6.56 G30 G100 M20（C15） M50（C35）

50 100 8.75 G30 G100 M20（C15） M50（C35）

75 150 13.1 G40 G150 M50（C35） M100（C70）

100 200 17.5 G50 G150 M50（C35） M100（C70）

― 250 21.9 G50 ― M50（C35）

M50（C35）

―

150 300 26.2 G60 ― ―

コンデンサ定格 ヒューズ定格電流

定格電流
A

三相容量　kvar CL形（形番LB）GA CLS形（形番R）M（C）ACL形（形番－）GA

10
／
12

15
／
18

20
／
24

25
／
30
／
36

10
／
12

15
／
18

20
／
24

25
／
30
／
36

G20＼G20

PF PF PF

開閉
コンデンサ  

並列コンデンサ数 

G20

G50

－
－

G40

G60

G30

G75＼G60G60＼G30

G30＼G30

G60＼G40
G75＼G75

G40＼G60

G60＼G75

G50＼G60G40＼G40

G10

G40 G50

G75G60
G60＼G60

G10＼G20

G10＼G10

G30＼G20

G20＼G30

G40＼G30

G60＼G20

G40＼G20
G40＼G30

G50＼G50

G40＼G50

G60＼G50

G30＼G40

G5＼G5

6.6kV開閉
コンデンサ定格 同一容量の並列

コンデンサ数並列コンデンサ数が1の場合の並列コンデンサ容量　kvar

10／12 20／24 25／30 30／36 50 75 100 150 200 250 300 2 3 4 515／18

G20＼G10

三相容量
kvar

定格電流
A
0.87
1.05
1.31
1.57
1.75
2.10
2.19
2.62
2.62
3.15
4.37
6.56
8.75
13.1
17.5
21.9
26.2

50
75
100
150
200
250
300

10
／
12
15
／
18
20
／
24
25
／
30
30
／
36

CL形
G100
CL形
G150

G20＼G50

G30＼G50

G40
＼
G20

G20
＼
G60

G40
＼
G30

G40
＼
G50

G60
＼
G30

G50＼G30G50＼G20

コンデンサ
容器耐量と
の協調ヒュ
ーズ最大

（注） 1. 直列リアクトル無しの場合、コンデンサの定格電流の1.5倍を連続通電できるように選定しています。
 2. コンデンサの突入電流は、直列リアクトル無しの場合、コンデンサ定格電流×70倍　0.002秒と仮定して選定しています。
 3. 繰返し過電流特性は、下記回数を想定しています。
 　CL形（形番LB）、CL形（形番－）：10,000回（ランダム投入 50,000回）
 　CLS形（形番R）：30,000回
 4. ヒューズ定格電流の最大値はJEMA技術資料のコンデンサ容器の耐量と協調のとれる6.6kVヒューズの最大値を示します。
 　―印部は、JEMA技術資料に容器の耐量が記載されていない領域を示します。

繰返し過電流特性　CL形（形番LB）　CL形（形番－）：10,000回（ランダム投入　50,000回）
　　　　　　　　　CLS形（形番R）：30,000回

表6（2）　コンデンサ用電力ヒューズ推奨定格電流（直列リアクトル無し）

並列するコンデンサ有りの場合、開閉時に並列コンデンサからの流れ込みがあるため、下表によりヒューズ定格電流を選定ください。
繰返し過電流特性　CL形（形番LB）：10,000回（ランダム投入　50,000回）

表6（3）　コンデンサ用電力ヒューズ推奨定格電流（直列リアクトル無し，並列するコンデンサ有り）

（注） 1. 表中記載のヒューズ定格電流は、縦軸と横軸のコンデンサ用ヒューズ定格電流を表します。
　  （例）【縦軸のコンデンサ用ヒューズ定格電流】→G30＼G20←【横軸のコンデンサ用ヒューズ定格電流】
 2. 各コンデンサの接続導体は100kvar以下の場合22㎜2×2m（1.65mΩ）、100kvarをこえる場合38㎜2×2m（0.994mΩ）として

求めております。接続導体の抵抗値がこれより小さくなる場合は、本表より大きな定格電流になる場合がありますので
ご注意ください。

 3. 直列リアクトル無しの場合、コンデンサの定格電流の1.5倍を連続通電できるように選定しています。
 4. コンデンサの突入電流は、直列リアクトル無しの場合、コンデンサ定格電流×70倍　0.002秒と仮定して選定しています。
 5. 繰返し過電流特性は、下記回数を想定しています。
  CL形（形番LB），CL形（形番－）：10,000回（ランダム投入 50,000回）
 6. 異容量コンデンサの多数並列回路や本表を超えるコンデンサ定格　三相容量の並列回路の場合の選定は、当社にご照

会ください。

■高圧コンデンサ用電力ヒューズ
受電力率改善用高圧コンデンサの事故統計によると、高圧コンデンサの短絡事故時、遮断器単独では遮断時間が数サイク
ルかかるためその間短絡電流が事故コンデンサに流れ込み、油の分解ガスによりコンデンサケースの破裂・噴油など、大
事故になることが多くあります。一方、限流形電力ヒューズが主回路に入っていると、短絡電流を限流して遮断するため、
比較的軽微に、事故をくい止める確率が高いこ
とがわかりました。現在の高圧受電設備規定で
は、コンデンサの一次側には限流ヒューズを施
設することと勧告されています。
高圧コンデンサ用電力ヒューズは、直列リアク
トルの有無、繰返し過電流特性、並列するコン
デンサの有無により選定表が異なります。右記
のフローより、選定表を選んで選定ください。

（注） 1. コンデンサ定格　三相容量の（　）内はJISにない参考値を示します。
 2. 直列リアクトル無しの場合、コンデンサの定格電流の1.5倍を連続通電できるように選定しています。
 3. コンデンサの突入電流は、直列リアクトル無しの場合、コンデンサ定格電流×70倍　0.002秒と仮定して選定しています。
 4. 繰返し過電流特性は形名により下記回数を想定しています。
 　CL形（形番LB），CL形（形番－）：3,000回
 　CLS形（形番R）：30,000回
 5. ヒューズ定格電流の最大値はJEMA技術資料のコンデンサ容器の耐量と協調のとれる6.6kVヒューズの最大値を示します。
 　―印部は、JEMA技術資料に容器の耐量が記載されていない領域を示します。
 6. コンデンサ定格 三相容量　1500kvar（3.3kV）、3000kvar（6.6kV）の場合は、CLS形（形番R）M400（C300）Aを選定ください。
　 　その他のコンデンサ容量についてもCLS形（形番R）を使用可能です。繰返し過電流特性は30,000回となります。

コンデンサ用電力ヒューズ（直列リアクトル無し）は、ヒューズ定格電流（C定格）が、コンデンサ定格電流を上回っていれば、
繰返し過電流特性　3,000回を想定した選定となります。コンデンサ定格とヒューズ推奨定格電流は、下表のとおりです。

表6（1）　コンデンサ用電力ヒューズ推奨定格電流（直列リアクトル無し）

3.3kV 6.6kV 最小 最大 最小 最大 最小 最大

― 0.87 G5（C1.5） G50（C30） ― ― M20（C15） ―

― 1.05 G5（C1.5） G50（C30） ― ― M20（C15） ―

― 1.31 G5（C1.5） G50（C30） ― ― M20（C15） ―

― 1.57 G10（C3） G50（C30） ― ― M20（C15） ―

1.75 G10（C3） G50（C30） ― ― M20（C15） ―

2.10 G10（C3） G50（C30） ― ― M20（C15） ―

―

―

―

―

― 2.19 G10（C3） G50（C30） ― ― M20（C15） M20（C15）

2.62 G10（C3） G50（C30） ― ― M20（C15） M20（C15）

3.15 G20（C7.5） G50（C30） ― ― M20（C15） M20（C15）

― 3.50 G20（C7.5） ― ― ― M20（C15）

― 4.20 G20（C7.5） ― ― ― M20（C15）

50 4.37 G20（C7.5） G50（C30） ― ―

― ―

M20(C15） M20（C15）

― 5.25 G20（C7.5） ―

― ――

――

――

――

―

―

―

―

―

―

M20（C15）

― 6.30 G20（C7.5） M20（C15）

― 75 6.56 G20（C7.5） G100（C60） M20（C15） M50（C35）

50 100 8.75 G30（C15） G100（C60） M20（C15） M50（C35）

75 150 13.1 G30（C15） G150（C75） M50（C35） M100（C70）

100 200 17.5 G40（C20） G150（C75） M50（C35） M100（C70）

― 250 21.9 G50（C30） ― ― M50（C35） ―

150 300 26.2 G50（C30） ― ― M50（C35） ―

200 400 35.0 G60（C40） ― ― M100（C70） ―

250 500 43.7 G75（C50） ― ― M100（C70） ―

300 （600） 52.5 ― ― G100（C60） ― M100（C70） ―

― 750 65.6 ― ― G150（C75） ― M150（C100） ―

400 （800） 70.0 ― ― G150（C75） ― M150（C100） ―

500 1000 87.5 ― ― G200（C100） ― M200（C130） ―

750 1500 131 ― ― G300（C175） ― M300（C200） ―

1000 2000 175 ― ― G300（C175） ― M300（C200） ―

1500 3000 262 ― ― ― ― M400（C300） ―

コンデンサ定格 ヒューズ定格電流

定格電流
A

三相容量　kvar CL形（形番LB）G（C）A CLS形（形番R）M（C）A（注6）

20
／
24

25
／
30
／
36

CL形（形番－）G（C）A

10
／
12

15
／
18

10
／
12

20
／
24

15
／
18

25
／
30
／
36

該当する

該当しない

該当する

該当しない

該当する

該当しない

該当する

該当しない

使用回路に必要な
繰返し過電流特性が
3,000回を超える。

使用回路に必要な
繰返し過電流特性が
3,000回を超える。

表6（5）で選定ください

表6（4）で選定ください

表6（3）で選定ください

表6（2）で選定ください

表6（1）で選定ください

並列するコンデンサが
ある。

コンデンサに直列
リアクトルがついて
いる。

11

15 16



3.3kV 6.6kV

― 0.87 G5 ― M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M50

M50

M50

M50

M100

M100

M100

M100

M150

M200

M300

M400

― 1.05 G5

G5

G5

G5

G5

G5

G5

―

― 1.31

G10

―

― 1.57

G10

―

1.75

G10

―

2.10

G10

―

― 2.19

G10

―

2.62

G20

―

3.15

G20

―

― 3.50

G20

―

― 4.20

G30

―

50 4.37

G30

―

―

―

―

―

―

―

― 5.25

G40

― 6.30

G50

G100

― 75 6.56

G60

G150

50 100 8.75

G75

G150

75 150 13.1

―

―

―

―

―

―

―

G5

G5

G5

G5

G5

G5

G5

G5

G10

G10

G10

G10

G10

G20

G20

G20

G30

G30

G40

G50

G60

G75

―

―

―

―

―

―

―

G150

100 200 17.5

G300

G300

―

― 250 21.9 ―

150 300 26.2 ―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

G100

G150

G150

G150

G300

G300

―

―

―

―

―

コンデンサ定格 ヒューズ定格電流

定格電流
A

三相容量　kvar CL形（形番LB）GA

直列リアクトル
6%以上

直列リアクトル
13%

直列リアクトル
6%

直列リアクトル
13%

直列リアクトル
6%

CLS形（形番R）MACL形（形番－）GA

10
／
12

15
／
18

20
／
24

25
／
30
／
36

10
／
12

15
／
18

20
／
24

25
／
30
／
36

SC

SR

PF

PF

SR

SC

繰返し過電流特性 　CL形（形番LB）　CL形（形番－）：10,000回（ランダム投入　50,000回）
CLS形（形番R）：30,000回

表6（5）　コンデンサ用電力ヒューズ推奨定格電流(直列リアクトル6％以上)

（注） 1. コンデンサ定格　三相容量の（ ）内はJIS規格にはない参考値を示します。 
 2. コンデンサ定格　三相容量はリアクトル分を含めた設備容量を示します。
 3. ヒューズの定格電流は、コンデンサの定格電流の1.3倍を連続通電できるように選定しています。
 4. コンデンサの突入電流は、直列リアクトル6％のある場合は、コンデンサ定格電流×5倍（直列リアクトル13％の場合は4倍）0.1秒

と仮定して選定しています。
 5. 繰返し過電流特性は、形名により下記回数を想定しています。
 　CL形（形番LB），CL形（形番－）：10,000回（ランダム投入　50,000回）
 　CLS形（形番R）：30,000回
 6. 直列リアクトルが6％をこえる場合には、リアクトルより下位の電圧がヒューズ定格電圧をこえることがあるので、ヒューズは

リアクトルより電源側にいれてください。(下図参照)
 7. 直列リアクトル8％の場合には、直列リアクトル6％の表を流用してください。
 8. 直列リアクトルがある場合、開閉時に並列コンデンサからの流れ込み電流の考慮は不要です。
　 　直列リアクトルの有無が混在するコンデンサの並列回路は、直列リアクトル無しの回路と同様に流れ込み電流を考慮して選定

ください。
 9. 直列リアクトルがある場合、コンデンサが内部短絡したときに流れる電流が抑制されます。本表より定格電流の大きいヒュー

ズを使用すると、抑制された電流により、ヒューズの動作が遅れるため、コンデンサ容器の保護ができない場合がありますの
で、ご注意ください。

200 400 35.0

250 500 43.7

300 （600） 52.5

― 750 65.6

400 （800） 70.0

500 1000 87.5

750 1500 131

1000 2000 175

1500 3000 262

3.3kV 6.6kV

― 0.87 G5 ― M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M50

M50

M50

M50

M100

M100

M100

M100

M150

M200

M300

M400

― 1.05 G5

G5

G5

G5

G5

G5

G5

―

― 1.31

G10

―

― 1.57

G10

―

1.75

G10

―

2.10

G10

―

― 2.19

G10

―

2.62

G20

―

3.15

G20

―

― 3.50

G20

―

― 4.20

G30

―

50 4.37

G30

―

―

―

―

―

―

―

― 5.25

G40

― 6.30

G50

G100

― 75 6.56

G60

G150

50 100 8.75

G75

G150

75 150 13.1

―

―

―

―

―

―

―

G150

100 200 17.5

G300

G300

―

― 250 21.9 ―

150 300 26.2 ―

―

―

コンデンサ定格 ヒューズ定格電流

定格電流
A

三相容量　kvar CL形（形番LB）
GA

CLS形（形番R）
MA

CL形（形番－）
GA

10
／
12

15
／
18

20
／
24

25
／
30
／
36

10
／
12

15
／
18

20
／
24

25
／
30
／
36

繰返し過電流特性　CL形（形番LB）　CL形（形番－）：3,000回
　　　　　　　　　CLS形（形番R）：30,000回

表6（4）　コンデンサ用電力ヒューズ推奨定格電流（直列リアクトル6％以上）

（注） 1. コンデンサ定格　三相容量の（ ）内はJIS規格にはない参考値を示します。 
 2. コンデンサ定格　三相容量はリアクトル分を含めた設備容量を示します。
 3. ヒューズ定格電流は、コンデンサの定格電流の1.3倍を連続通電できるように選定しています。
 4. コンデンサの突入電流は、直列リアクトル6％がある場合、コンデンサ定格電流×5倍（直列リアクトル13％の場合は4倍）0.1秒と

仮定して選定しています。
 5. 繰返し過電流特性は、形名により下記回数を想定しています。
 　CL形（形番LB），CL形（形番－）：3,000回
 　CLS形（形番R）：30,000回
 6. 直列リアクトルが6％をこえる場合には、リアクトルより下位の電圧がヒューズ定格電圧をこえることがあるので、ヒューズは

リアクトルより電源側にいれてください。(下図参照) 
 7. 直列リアクトル8％の場合には、直列リアクトル6％の表を流用してください。
 8. 直列リアクトルがある場合、開閉時に並列コンデンサからの流れ込み電流の考慮は不要です。
 　直列リアクトルの有無が混在するコンデンサの並列回路は、直列リアクトル無しの回路と同様に流れ込み電流を考慮して選定

ください。
 9. 直列リアクトルが有りの場合、コンデンサが内部短絡したときに流れる電流が抑制されます。本表より定格電流の大きいヒュ

ーズを使用すると、抑制された電流により、ヒューズの動作が遅れるため、コンデンサ容器の保護ができない場合があります
ので、ご注意ください。

200 400 35.0

250 500 43.7

300 （600） 52.5

― 750 65.6

400 （800） 70.0

500 1000 87.5

750 1500 131

1000 2000 175

1500 3000 262

SC

SR

PF

PF

SR

SC
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形名
形
 
番

定格
電圧
kV

定格電流
A

最 大
動 作

I2ｔ
×104A2s

ワット損 W

50％ 100％
形名

形
 
番

定格
電圧
kV

定格電流
A

G（T）

最 大
動 作

I2ｔ
×104A2s

ワット損  W
G T

50％ 100％ 50％ 100％

ヒューズリンクの最大動作I2tおよびワット損

CL形ヒューズ

CL CLS3.6

7.2

12

24

36

3.6

7.2

3.6

7.2

3.6

005（T1.5）
010（T3）
020（T7.5）
030（T15）
040（T20）
050（T30）
060（T40）
075（T50）
075（T60）
100（T75）
150（T100）
200（T150）
300（T250）
400（T300）
005（T1.5）
010（T3）
020（T7.5）
030（T15）
040（T20）
050（T30）
060（T40）
075（T50）
075（T60）
100（T75）
150（T100）
200（T150）
300（T250）
400（T300）
005（T1.5）
010（T3）
020（T7.5）
030（T10）
040（T20）
050（T25）
075（T40）
100（T50）
005（T1.5）
010（T3）
020（T7.5）
030（T10）
040（T20）
050（T25）
080（T40）
100（T50）
005（T1.5）
010（T3）
020（T7.5）
030（T10）
040（T20）
050（T25）
080（T40）
100（T50）
080（T66）
100（T76）
0－（T88）
080（T66）
100（T76）
0－（T88）

M 20
M 50
M100
M150
M200
M300
M400
M 20
M 50
M100
M150
M200
M300
M400
M 20
M 50
M100

LB

－

LB

－

LD

R

PD

P

0.02
0.06
0.4
1.7
2.5
5.3
8.5

23
17
30
48
85

340
690

0.02
0.06
0.4
1.7
2.5
5.3
8.5

23
17
30
48
85

340
690

0.02
0.08
0.4
0.9
1.8
2.9

12
33
0.02
0.08
0.4
0.9
1.8
2.9
7

15
0.02
0.08
0.4
0.9
1.8
2.9
7

15
20
30
30
20
30
30

8.2
13
38

100
170
620

1100
8.2

13
38

100
170
620

1100
8.2

13
38

3.3
2.8
5.7
5.9
8.0
7.7
8.3

12
6.3
8.8

12
17
22
25
6.6
5.5
7.2
7.0
9.7
9.9
9.9

17
11
15
20
26
30
44
4.5
9.9

13
19
15
18
27
37
9.0

21
24
35
29
35
58
70
14
31
35
50
42
53
84

110
8.5

11
－
11
14
－

25
15
32
31
44
44
45
72
32
47
63
89

120
150
50
29
39
36
52
54
56

100
60
91

110
150
200
260
24
56
69

110
78
96

150
230
48

120
150
220
170
210
340
420
72

190
210
310
250
320
500
640
43
63
－
60
85
－

2.9
9.0

20
27
39
59
77
5.8

18
41
63
97

110
150

3.1
9.4

21

0.63
2.0
4.4
5.8
9.0

13
16
1.3
3.9
9.1

13
19
22
30
0.66
2.1
4.7

0.3
0.4
0.8
1.5
1.9
2.9
3.5
5.3
3.9
4.8
5.2
8.7

14
14
0.6
0.7
1.0
1.6
2.2
3.3
3.6
6.6
8.0
7.8
8.1

14
21
21
0.4
1.0
1.6
1.9
3.3
3.9
6.9
8.1
0.7
1.7
3.0
3.5
6.5
7.6

13
15
1.1
2.4
3.9
4.9
9.3

12
19
24
5.7
6.2
8.7
7.0
7.9

11

1.1
0.9
3.1
5.9
8.0

12
17
24
18
23
26
43
75
68
2.2
1.8
3.8
7.0
9.7

16
20
33
33
41
36
72

110
120

1.5
3.3
6.5
7.7

15
18
31
37
3.0
6.6

13
14
29
35
58
70
4.5
9.9

18
21
42
53
84

110
28
30
42
37
39
55

CLS形ヒューズ

形名
形
 
番

定格
電圧
kV

定格電流
A

最 大
動 作

I2ｔ
×104A2s

PL

CL

0.6

3.6
7.2

12
24
36
3.6
7.2

12
24
36

T2

T1

T1
T1
T1
T1
T1
T1
T1
T1
T1
T1

G

J

－

3.6
7.2

0.006
0.015

0.08

0.008
0.008
0.008
0.008
0.008
0.008
0.008
0.008
0.008
0.008

VT用ヒューズ

ケーブル寸法 mm2

ヒューズ定格電流
（最大値）

CL形
CLS形

定   格   電   圧
単 相 負 荷 容 量（最大）
固 定 形
断 路 形
断 路 形

PL形（形番G）T1A
PL形（形番J）T1A
CL形 T1A

屋 内

屋 外

電圧
kV

ヒューズ
定格電流
（最小値）

M種 A

適用電動機
出力
kW

全負荷
電流 A

電圧
kV

ヒューズ
定格電流
（最小値）

M種 A

適用電動機
出力
kW

全負荷
電流 A

表7 高圧三相誘導電動機用CLS形ヒューズ推奨定格電流

表8 VTおよび制御用変圧器の短絡保護用一次側電力ヒューズ推奨定格電流

（注）１．電動機始動電流は全負荷電流×５倍、始動時間10秒繰返し30,000回を想
定して選定しています。

２．CLS形電力ヒューズを電動機、始動器の短絡保護に使用されるときに
は、表7より最適の定格を選定し、ヒューズの最小遮断電流以下の過負
荷は、図11 の許容電流時間以内に開放するように、組み合わせ遮断
器あるいは接触器などの継電器の電流―時間を選定ください。
図７にその協調図例を示します。

３．電動機が特殊品であったり、入・切が特にひんぱんで30,000回以上の繰
返し寿命が必要なときにはヒューズの電流―時間特性曲線によって適
当な定格をご使用ください。

（注）変圧器励磁突入電流を変圧器定格電流×10倍0.1秒、繰返しを100回と想定して選定しています。

3.3

75
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800
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1500

20
50

100
150
200
300
400

M20
M50

M100
M150
M200
M300
M400

■電動機用電力ヒューズ

■VT用電力ヒューズ

CLS形ヒューズの繰返し長寿命特性について
表２に記載しました様にJIS規格では電動機用として、ヒュ
ーズ定格電流の5倍、10秒、10,000回繰返しで不溶断が規
定されていますが、電動機用回路では、日に4～5回、15年
では15×360×（4～5）≒22,000～27,000回以上開閉されるこ

ともあるので、このCLS形ヒューズは特にこの様な多頻度
開閉に使用されるところでも十分使用出来るよう、特別の
設計で製作しており、30,000回の繰返し寿命を有しており
ます。

6.6

160
400
800

1250
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3000
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電磁接触器 
保護範囲 
電磁接触器 
保護範囲 

図7 CLS形電力ヒューズ電磁接触器協調曲線

3.6kV
3kVA
○
○
○

7.2kV
5kVA
○
○
○

12kV
5kVA
－
○
○

24kV
5kVA
－
○
○

36kV
5kVA
－
○
○

表9 短絡時ケーブル保護可能電力ヒューズ推奨定格電流 （注）CL形はG（T）表示 CLS形はM表示

（注）短絡時にはヒューズは高速度遮断するので、比較的大きな電流定格でも小さな寸法のケーブルが保護できます。限流遮断するような大きな短絡電流が
流れた場合に、例として架橋ポリエチレン絶縁銅導体ケーブルの保護ができるヒューズ定格電流値を示します。

■ケーブル用電力ヒューズ

（5.5）
150（T100）A

M100A

8
200（T150）A

M150A

14
300（T250）A

M200A

22
400（T300）A

M300A

38
400（T300）A

M400A
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（注）定格電流はG（T, C）表示 
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G400（T300, C250）A
G300（T250, C175）A
G200（T150, C100）A
G150（T100, C75）A
G100（T75, C60）A
G75（T60, C40）A

図8 CL形（形番－）3.6kV，7.2kV 許容時間－電流特性
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 電 流（実効値  A） 

（注）定格電流はG（T, C）表示 

動
作
時
間
（

s）
 

G400（T300, C250）A
G300（T250, C175）A
G200（T150, C100）A
G150（T100, C75）A
G100（T75, C60）A
G75（T60, C40）A

図8 CL形（形番－）3.6kV，7.2kV 動作時間－電流特性
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 電 流（実効値  A） 

（注）定格電流はG（T, C）表示 

溶
断
時
間
（

s）
 

G400（T300, C250）A
G300（T250, C175）A
G200（T150, C100）A
G150（T100, C75）A
G100（T75, C60）A
G75（T60, C40）A

図8 CL形（形番－）3.6kV，7.2kV 溶断時間－電流特性
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 遮断電流（実効値  kA） 

（注）定格電流はG（T, C）表示 

G400（T300, C250）A
G300（T250, C175）A
G200（T150, C100）A
G150（T100, C75）A
G100（T75, C60）A
G75（T60, C40）A
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図8 CL形（形番－）3.6kV，7.2kV  限流特性

特性曲線

■CL形《形番―》・CL形《形番LB》3.6kV，7.2kVヒューズ
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 電 流（実効値  A） 

（注）定格電流はG（T, C）表示 
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G40（T20, C20）A
G30（T15, C15）A
G20（T7.5, C7.5）A
G10（T3, C3）A
G5（T1.5, C1.5）A

図8 CL形（形番LB）3.6kV，7.2kV 許容時間－電流特性
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 電 流（実効値  A） 

（注）定格電流はG（T, C）表示 
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G75（T50, C50）A
G60（T40, C40）A
G50（T30, C30）A
G40（T20, C20）A
G30（T15, C15）A
G20（T7.5, C7.5）A
G10（T3, C3）A
G5（T1.5, C1.5）A

図8 CL形（形番LB）3.6kV，7.2kV 動作時間－電流特性
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 電 流（実効値  A） 

（注）定格電流はG（T, C）表示 

溶
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間
（
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G75（T50, C50）A
G60（T40, C40）A
G50（T30, C30）A
G40（T20, C20）A
G30（T15, C15）A
G20（T7.5, C7.5）A
G10（T3, C3）A
G5（T1.5, C1.5）A

図88 CL形（形番LB）3.6kV，7.2kV 溶断時間－電流特性
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 遮断電流（実効値  kA） 

（注）定格電流はG（T, C）表示 

G75（T50, C50）A
G60（T40, C40）A
G50（T30, C30）A
G40（T20, C20）A
G30（T15, C15）A
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図8 CL形（形番LB）3.6kV，7.2kV 限流特性
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図15 CL形（形番V75）屋内用ヒューズホルダ
（品番41）7.2kV T50A

図15 CL形（形番V100）屋内用ヒューズホルダ
（品番42）7.2kV T150A

図16 CL形（形番B75，B100）屋外用ヒューズホルダ

図17 CL形（形番H200）屋内用ヒューズホルダ
（品番45）7.2kV T300A

図18 CL形（形番B200）屋外用ヒューズホルダ
（品番46）7.2kV T300A

品
 
番
形番

定格
電圧
kV

ヒューズ
ホ ル ダ
定格電流

A

外形寸法 mm

A B C D E F

43
44

B75
B100

7.2
265
310

090
135

188
233

T50
T150

（258）
（263）

約323
約333

約R254
約R301

（
φ

12
5）

（
φ

12
5）

8181

（
φ

12
5）

（
φ

12
5）

36
9

品番
使用
場所

形名
外 形
図 番

形 番
定格
電圧
kV

質量定格
電流

A

適用ヒュ
ーズリン
ク品番番

定格雷イ
ンパルス
耐 電 圧

kV

品
 
番

形
 
名

形
 
番

定格
電圧
kV

定 格 電 流
G（T）種A

外形寸法 mm

A B C D E F
質量 屋内

外の
別

外形寸法図

■ヒューズリンク

■ヒューズホルダ

1

2

3

4

5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16

17

21
22
23
24
25
26
27
28
30
31

32

33
34
35

36

37
38
39

41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61

図15（a）
図15（b）
図16
図16
図17
図18
図19
図20
図21
図21
図21
図21
図21
図22
図23
図23
図24
図25（a）
図25（b）
図25（b）
図25（a）

50

60

77

50

60
77

110
50
50
60
50
60
60
60
60
60

50

60
77
87
60
77
87

50

15

50

50
50
50

50

50
50
60

CL

CL

CLS

PL

PL

CL

LB

－

LB

－

LD

R

PD
P

G

J

－

49

59

73

49

59
73

105
49
49
59
49
59
59
59
59
59

47

59
73
84
59
73
84

49

14

49

49
49
49

49

49
49
59

260

310

310

260

310
310
350
325
445
550
445
550
550
550
850
850

260

200
200
250
310
350
450

260

107

260

260
325
445

260

325
445
550

25

30

43

25

30
43
55
25
25
30
25
30
30
30
30
30

25

31
45
52
31
45
52

26

13

25

25
25
25

25

25
25
30

6.4

4

6.4

4

6.4

4

6.4
4

－

4

4

19

10

19

10

19

10

19
10

－

10

10

1.0

1.7

3.0

1.0

1.7
3.0
6.7
1.3
1.8
3.2
1.8
3.2

3.2×2
3.2
4.8

4.8×2

0.9

1.0
1.9
3.0
1.7
3.0
4.9

1.0

0.035

1.0

1.0
1.3
1.8

1.0

1.3
1.8
3.2

屋内
屋外
共用

屋内
用

屋内
用

屋内
用

屋内
用

屋外
用

3.6

7.2

12

24

36

3.6
7.2

3.6

7.2

3.6

0.6
3.6／7.2

3.6
7.2

12
24
36

3.6
7.2

12
24
36

5（T1.5），10（T3），20（T7.5），30（T15），40（T20）
50（T30），60（T40），75（T50）

75（T60），100（T75），150（T100），200（T150）

300（T250），400（T300）
5（T1.5），10（T3），20（T7.5），30（T15）
40（T20），50（T30），60（T40），75（T50）
75（T60），100（T75）
150（T100），200（T150）
300（T250），400（T300）
5（T1.5），10（T3），20（T7.5）
30（T10），40（T20），50（T25）
75（T40），100（T50）
5（T1.5），10（T3），20（T7.5）
30（T10），40（T20），50（T25）
※80（T40），100（T50）
5（T1.5），10（T3），20（T7.5）
30（T10），40（T20），50（T25）
※80（T40），100（T50）

80（T66），100（T76），T88A

M20，M50，M100
M150，M200
M300，M400
M20，M50
M100，M150，M200
M300，M400
M20，M50
M100
T2
T1

T1

T1

図14 ヒューズリンク（筒）

φA

φE

C

D
D

（φB） 

動作表示装置、但しPL-G形はなし 
動作したとき表示棒がこれより 
約Fとび出します 

（注）※G80（T40）…G40（T20）×2並列 G100（T50）…G50（T25）×2並列

（注）表３の定格と種類を参照ください。

屋内
屋内
屋外
屋外
屋内
屋外
屋内
屋外
屋内
屋内
屋内
屋内
屋内
屋内
屋内
屋内
屋内
屋外
屋外
屋外
屋外

CL
CL
CL
CL
CL
CL
CL
CL
CL
CL
CL
CL
CL
CL
CL
CL
CL
CL
CL
CL
CL

V75
V100
B75
B100
H200
B200
H400
B400
H20
H50
H100
H20
H50
H100
H20
H50
H100
B20
B50
B100
B20

7.2
7.2
7.2
7.2
7.2
7.2
7.2
7.2

12
12
12
24
24
24
36
36
36
12
12
12
24

1.2
2.1
8.3
8.3
3.3
9.0
7.1

11.5
2.5
2.8
3.2
5.0
5.4
6.0

18
18
21
20
21
22
30

T50
T150
T50
T150
T300
T300
T300
T300
T7.5
T25
T50
T7.5
T25
T50
T7.5
T25
T50
T7.5
T25
T50
T7.5

1,4
2,5

1,4,36
2,5
3,6
3,6
7
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

8,37
9
10

11,38

60
60
60
60
60
60
60
60
75
75
75

125
125
125
170
170
170

90
90
90

150

品番
使用
場所

形名
外 形
図 番

形 番
定格
電圧
kV

質量定格
電流

A

適用ヒュ
ーズリン
ク品番番

定格雷イ
ンパルス
耐 電 圧

kV
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
74
75
76
77
78
79

図25（b）
図26
図25（c）
図25（c）
図27
図28
図29
図30
図31
図32
図33
図34（a）
図34（b）
図35
図36
図36
図36

屋外
屋外
屋外
屋外
屋外
屋内
屋内
屋内
屋内
屋内
屋内
屋内
屋内
屋内
屋内
屋内
屋内

CL
CL
CL
CL
CL

CLS
CLS
CLS
CLS
CLS
CLS
PL
PL
PL
PL
PL
PL

B50
B100
B20
B50
B100

R
R
R
R
R
R
G
G
J
J
J
J

24
24
36
36
36

3.6
3.6
3.6
7.2
7.2
7.2
0.6

3.6／7.2
7.2

12
24
36

30
33
44
47
50

2.5
2.5
5.8
2.1
2.5
6.0
0.6
0.9
1.2
2.3
4.5

15

T25
T50
T7.5
T25
T50
M100
M200
M400
M50
M200
M400

10
10
1
1
1
1

12
13

14,39
15
16
21
22
23
24
25
26
30
31
32
33
34
35

150
150
200
200
200

45
45
45
60
60
60
－
60
60
75

125
170

11

29 30



φ16 
フック穴 

C
60

65

125
32

30

6

F

E
G

AB

D RH

60

20
40

開 

2×4-φ15 
取付穴 

動作表示装置 
  動作したとき表示棒が 
  約10mmとび出します 

動作表示装置 
  動作したとき表示棒が 
  約10mmとび出します 

2×2-φ14 
端子穴 

65

J

1

5

14
5

14
5

充電部 
最大幅 

φ16 
フック穴 

C
60

65

125
32

30

6

F

E
G

AB

D

RH

60

20
40

開 

2×4-φ15 
取付穴 

動作表示装置 
  動作したとき表示棒が 
  約10mmとび出します 

2×2-φ14 
端子穴 

65

J

1

5

14
5

14
5

充電部 
最大幅 

C
75

75

75

150

32

40

5
E

AB

D

F

G

RH

20
40

開 

2×4-φ15 
取付穴 

2×2-φ14 
端子穴 

65

J

5

15
5

15
5

充電部 
最大幅 

6

6.5

（形番B20）12kV T7.5A（品番58）
（形番B20）24kV T7.5A（品番61）

（形番B20）36kV T7.5A（品番64）
（形番B50）36kV T25A（品番65）

（形番B50）12kV T25A（品番59）
（形番B100）12kV T50A（品番60）
（形番B50）24kV T25A（品番62）

図25 CL形屋外用ヒューズホルダ12kV，24kV，36kV

図26 CL形（形番B100）屋外用ヒューズホルダ
（品番63）24kV T50A

図27 CL形（形番B100）屋外用ヒューズホルダ
（品番66）36kV T50A

品番

58
59
60
61
62
64
65

定格電圧
kV 図  番外  形  寸  法  mm

A
ヒューズホルダ
定格電流  A

12
12
12
24
24
36
36

470
490
590
590
590
760
880

B
205
205
295
295
295
295
580

C
350
370
470
470
470
610
730

D
373
373
379
508
514
645
645

E
318.5
318.5
318.5
454.5
454.5
585.5
5855

F
320
320
320
455
455
586
586

G
438
438
451
573
586
717
717

H
317
436
538
438
538
535
835

J
110
110
110
110
110
120
120

図25（a）
図25（b）
図25（b）
図25（a）
図25（b）
図25（c）
図25（c）

T7.5
T25
T50
T7.5
T25
T7.5
T25

φ16 
フック穴 

動作表示装置 
  動作したとき表示棒が 
  約10mmとび出します 

動作表示装置 
  動作したとき表示棒が 
  約10mmとび出します 

47
0

65

60
60

125

150

32

30

5453

456.5
987（開路時高さ） 

1345（開路時高さ） 

59
0

29
5

89
8

58
0514

657 668

592

595

853

20
40

開 開 

2×4-φ15 
取付穴 2×4-φ15 

取付穴 
2×2-φ14 
端子穴 

2×2-φ14 
端子穴 

6565

J110
6

14
5

14
5

20
40

充電部 
最大幅 

充電部 
最大幅 

32

74
8

75

75

75

5

5 6
5

40
45° 

45° 

16
4

15
5

14
5

14
5

6565

1201206.5

φ20 
フック穴 

φ16 
フック穴 

φ20 
フック穴 

約540（開路時高さ） 
約363

120

H（開路時高さ） 
F

G

D

K Q

3.2

219
約460

5020 20
90

35
5 

 32
5

15
15

223

（317）
（170）

123

55

159

36
8

15
0

10
9

10
9

AB
P

P

29
4

37

420

開 

開 

開 

充電部最大幅 

2-φ12 
取付穴 

2-φT 
取付穴 

2×4-φ12 
取付穴 

動作表示装置 
  動作したとき表示棒が 
  約10mmとび出します 

動作表示装置 
  動作したとき表示棒が 
  約10mmとび出します 

動作表示装置 
  動作したとき表示棒が 
  約10mmとび出します 

1

（220）
約R367

（45°）

45° 
45° 

25

φ4

4.5

32

15
15

15
30 4

37

80
70

C
S

S

22
4

65
.5

65
.5

15
15

J
充電部最大幅 

4
φ4

φ4 1

2-φ12 
端子穴 

2-φ12 
端子穴 

10
5

10
5

11
5

11
5

32

3

2-φ12 
端子穴 

4.5

3.220

15
80

15
80

25 25

φ16フック穴 

773（開路時高さ） 
237

443

300

241 65

3.2

59
0

35
0

12
0

12
02-φ14 
取付穴 

動作表示装置 
  動作したとき表示棒が 
  約10mmとび出します 

25

φ4

52
0

35
35

96
充電部最大幅 

2-φ12 
端子穴 

4.5

3.220

15
80

15
80

開 

45° 

φ16フック穴 

1100（開路時高さ） 

472

400 RH

339

2×2-φ14 
取付穴 

動作表示装置 
  動作したとき表示棒が 
  約10mmとび出します 100

25

φ4

93
充電部最大幅 

60

2-φ12 
端子穴 

336
3.2

50 25

50
C

50

15
90

15
90

開 

B
13

5 
 

13
5 

 
A

5

60

φ16 
フック穴 

609

423

349

2×2-φ14 
取付穴 

動作表示装置 
  動作したとき表示棒が 
  約10mmとび出します 

100

25

103
充電部最大幅 

60

2-φ12端子穴 

345
3.2

3.250 25

50
87

8
50

15
90

15
90

開 

65
0

16
4 

 
16

4 
 

97
8

φ4

5

60

3.2

図19 CL形（形番H400）屋内用ヒューズホルダ
（品番47） 7.2kV T300A

図20 CL形（形番B400）屋外用ヒューズホルダ
（品番48） 7.2kV T300A

図21 CL形屋内用ヒューズホルダ
（形番H20）12kV，24kV T7.5A（形番H100）12kV T50A
（形番H50）12kV，24kV T25A

図22 CL形（形番H100）屋内用ヒューズホルダ
（品番54） 24kV T50A

図23 CL形屋内用ヒューズホルダ
（形番H20）36kV T7.5A （形番H50）36kV T25A

図24 CL形（形番H100）屋内用ヒューズホルダ
（品番57）36kV T50A

品
番

49
50
51
52
53

定格電圧
kV

外 形 寸 法 mm
A

ヒューズホルダ
定格電流  A

12
12
12
24
24

355
475
575
490
590

B
150
250
350
250
350

C
300
420
520
420
520

D
189
189
194
289
294

F
136
136
136
236
236

G
254
254
264
354
364

H
451
536
618
636
718

J
82
82
93
82
93

K
139
139
139
239
239

P
102.5
112.5
112.5
120.5
120.5

Q
65
65
65
65
65

S
27.5
27.5
27.5
35.5
35.5

T
図 番

12
12
12
14
14

図21

T7.5
T25
T50
T7.5
T25

品
番

55
56

定格電圧
kV

外 形 寸 法 mm
A

ヒューズホルダ
定格電流  A

36
36

620
920

B
350
650

C
520
820

H
535
835

図 番

図23T7.5
T25

（
φ

12
5）

（
φ

12
5）

11

31 32



外  形  寸  法  mm
品番 定格電圧

kV 図番
ヒューズホルダ
定 格 電 流

A

17
0

14
5

36
322

50
12

50

38
±

1.
5

φ
17

φ
22

端子締付用なべねじ 
M5×0.8-10付属 
 

2

82-φ9取付穴 
 

φ16フック穴 

φ16フック穴 

動作表示装置 
  動作したとき表示棒が 
  約10mmとび出します 

動作表示装置 
  動作したとき表示棒が 
  約10mmとび出します 

開 
開 

約210
約363

F
H

82
60

（145）

（
43
）

（
43
）

40

φ4

97
 4

10
10

10
2-φ12 
取付穴 

2-φS 
取付穴 

2-φ9端子穴 

2-φ12 
端子穴 

充電部最大幅 

13
5

15
5

14
7

31
9

AB
M

M

20

（45°）

25

J
R

3.2
Q

充電部最大幅 

E° 

C

P
P

N
N

D

K L

G

3.2

51
51

φ4
25

0.6kV 10A（品番74） 3.6／7.2kV 10A（品番75）
図34 PL形（形番G）ヒューズホルダ

図35 PL形（形番J）ヒューズホルダ
7.2kV 1A（品番76）

図36 PL形（形番J）ヒューズホルダ
12kV，24kV，36kV，1A
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図28 CLS形（形番R）ヒューズホルダ
（品番67）3.6kV M100A

図29 CLS形（形番R）ヒューズホルダ
（品番68）3.6kV M200A

図30 CLS形（形番R）ヒューズホルダ
（品番69）3.6kV M400A

図31 CLS形（形番R）ヒューズホルダ
（品番70）7.2kV M50A

図32 CLS形（形番R）ヒューズホルダ
（品番71）7.2kV M200A

図33 CLS形（形番R）ヒューズホルダ
（品番72）7.2kV M400A
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ご注文の際のご注意
ご注文の際は次の事項をご指定ください。
〈P 8、9、10 表３参照〉
ヒューズリンク     （指定例）
形式記号―――――――CL形（形番LB）
定格電圧―――――――7.2kV
定格電流―――――――G30A（T15A）
数  量―――――――12本
ヒューズホルダ
形式記号―――――――CL形（形番V75）
定格電圧―――――――7.2kV
定格電流―――――――T50A
使用場所―――――――屋内用
接続方式―――――――F－F接続
マイクロスイッチ付――MS付

（標準はAC、必要なときDC指定、
P10表４参照）

数  量―――――――9台

電力ヒューズ動作時、三相回路用３本、単相回路
用２本のうち溶断せずに残ったヒューズがある場

合も、そのヒューズにも事故電流が流れてエレメントが劣
化しているおそれがありますので、３本または２本１組全
部を取替えることを推奨します。従って予備ヒューズリン
クは三相回路用としては３本１組、単相回路用としては２
本１組として準備してください。また、予備ヒューズはヒ
ューズ更新時の補充品ではなく、ヒューズ動作時の緊急用
としてご使用いただき、更新推奨時期に近いものは早い機
会に新品のヒューズに交換することを推奨します。

お願い

ヒューズの製造年月の確認方法

ヒューズの製造年月は、表示装置側のキャップにロット番
号を刻印しています。

更新推奨時期

年51用内屋

年01用外屋

適宣保守点検がなされ、一般の環境で使用された場合です。
ヒューズ筒表示棒側の 
キャップにスタンプ 
又は刻印にて 

ロット番号  を表示 

製造年 
1966年 
1967年 
1968年 
1969年 
1970年 
1971年 
1972年 
1973年 
1974年 
1975年 
1976年 
1977年 
1978年 
1979年 
1980年 
1981年
1982年
1983年
1984年
1985年
1986年
1987年
1988年
1989年
1990年
1991年 

ロット番号 
A 
B 
C 
D 
E 
F 
G 
H 
I 
J 
K 
L 
M 
N 
O 
P 
Q 
R 
S 
T 
U 
V 
W 
X 
Y 
Z

第1ロット 
製造月 
1月 
2月 
3月 
4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 
10月 
11月 
12月 

ロット番号 
A 
B 
C 
D 
E 
F 
G 
H 
I 
J 
K 
L

製造年 
1992年 
1993年 
1994年 
1995年 
1996年 
1997年 
1998年 
1999年 
2000年 
2001年 
2002年 
2003年 
2004年 
2005年 
2006年 
2007年 
2008年 
2009年 
2010年 
2011年 
2012年 
2013年 
2014年 
2015年 

ロット番号 
B 
C 
D 
E 
F 
G 
H 
I 
J 
K 
L 
M 
N 
O 
P 
Q 
R 
S 
T 
U 
V 
W 
X 
Y

2016年 Z

第2ロット 
製造月 
1月 
2月 
3月 
4月 
5月 
6月 
7月 
8月 
9月 
10月 
11月 
12月 

ロット番号 
M 
N 
O 
P 
Q 
R 
S 
T 
U 
V 
W 
X

V75

V100

H200

H400

R

回路電圧
kV

寸 法 表  mm雷インパルス
耐電圧 kV

形 名 形 番 定格電圧
kV

絶 縁
バリヤ

寸 法 表  mm
A B C D E F F' G H

雷インパルス
耐電圧 kV

回路電圧
kV

定格電流
A

図37 CLおよびCLS形屋内用断路形ヒューズホルダ

図38 フック棒操作角度推奨範囲

最小据付寸法図
バ
リ
ヤ
の
寸
法

G
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B
A

バリヤの寸法H
F, F′ 

バ
リ
ヤ
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寸
法

G
E

B
A

バリヤの寸法H
F, F′ C CD D

開 

45° 

左
側
板 

右
側
板 

接続導体 

 バリヤ 

0° 

30° 

60° 

操作範囲 

注１．フック棒による開閉操作がこのような
角度でできるように据付けて下さい。

２．ヒンジに過大な荷重をかけないように
操作願います。

備考１．絶縁バリヤは付属いたしませんので、ヒューズ開閉操作安全のためあるいは据付スペースの関係でバリヤを使用する場合は本図のバリヤを参考に製作
願います。

２．F：ヒューズ閉路時の耐圧最小寸法 F'：ヒューズ開路時の耐圧最小寸法

（注）裏面接続も可能ですが、この場合はE寸法の絶縁距離をとってください。

CL

CLS

7.2

3.6

7.2

なし

付

なし

付

なし

付

なし
付
なし
付
なし
付
なし
付
なし
付
なし
付
なし
付

－

160

190

－

160

190

－

160

190

－
190
－

160
－

160
－

160
－

190
－

190
－

190

－

160

190

－

160

190

－

160

190

－
190
－

160
－

160
－

160
－

190
－

190
－

190

91

117

85

108

97

123

91

114

107

133

101

124

153
144
97
91

107
101
113
107
123
114
133
124
138
129

150

172

110

130

161

183

121

141

182

204

142

162

243
201
160
121
181
141
194
154
183
141
203
161
213
171

236

283

296

294

142

134

172

283

313

404

290

316

290

316

314

340

314

340

342

368

342

368

469

294

307

350

340

350

415

443

469

443

469

498

524

498

524

511

537

511

537

642

410

401

515

524

536

653

－

556

616

－

603

663

－

616

676

－
674
－

462
－

454
－

492
－

663
－

693
－

784

－

256

－

274

－

298

－
345
－

255
－

270
－

273
－

274
－

287
－

296

45

60

45

60

45

60

45

60

45

60

45

60

60

45

60

3.3

6.6

3.3

6.6

3.3

6.6

3.3

6.6

3.3

6.6

3.3

6.6

6.6

3.3

6.6

T50

T150

T300

T300

M100

M200

M400

M50

M200

M400

D
C CBB

E
E

表面接続導体 
裏面接続導体 

接続導体 
接続導体幅10以下 

AA

アースレベル 

図39 PL形（形番G）ヒューズホルダ
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製作 
開始年 

使用 
場所 形名 形番 

定格 
電圧 
（kV） 

形名 形番 寸法 
互換 

特性 
互換 

定格 
電圧 
（kV） 

切替推奨品 旧形既納品 
CL形ヒューズリンク 
変遷表 

定格 
電流 
（A） 

定格 
電流 
（A） 

リンク寸法 
径×長さ 

φ50×260 

φ60×310 

φ77×310 
φ50×260 
φ60×310 
φ77×310 
φ110×350

リンク寸法 
径×長さ 

φ50×260 

φ60×310 

φ77×310 
φ50×260 
φ60×310 
φ77×310 
φ110×350

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

5～60 
75,100 

150,200 
300,400 

5～60 
75,100 

150,200 
300,400

G5～G60 
G75,G100 

G150,G200 
G300,G400 

G5～G60 
G75,G100 

G150,G200 
G300,G400

3.6

ー CL
屋内･ 
屋外 
共用 

1966

7.2

3.6

LB

ー 

LB
CL

ー 
7.2

製作 
開始年 

使用 
場所 形名 形番 

定格 
電圧 
（kV） 

切替推奨品 旧形既納品 
CL形ヒューズホルダ 

定格 
電流 
（A） 

適用 
ヒューズリンク 

CL形 3.6kV 5～60A 
CL形 7.2kV 5～60A 

CL形 3.6kV 75A,100A 
CL形 7.2kV 75A,100A 

CL形 3.6kV 5～60A 
CL形 7.2kV 5～60A 

CL形 3.6kV 75A,100A 
CL形 7.2kV 75A,100A 

CL形 3.6kV 5～60A 
CL形 7.2kV 5～60A 

CL形 3.6kV 75A,100A 
CL形 7.2kV 75A,100A 

CL形 7.2kV 150A,200A 
CL形 7.2kV 300A,400A 
CL形 7.2kV 150A,200A 
CL形 7.2kV 300A,400A 

CL形 3.6kV 5～60A 
CL形 7.2kV 5～60A 

CL形 3.6kV 75A,100A 
CL形 7.2kV 75A,100A 

CL形 3.6kV 5～60A 
CL形 7.2kV 5～60A 

CL形 3.6kV 75A,100A 
CL形 7.2kV 75A,100A 

CL形 3.6kV 150A,200A 
CL形 3.6kV 300A,400A 
CL形 3.6kV 150A,200A 
CL形 3.6kV 300A,400A

CL-LB形 3.6kV G5～G60A 
CL-LB形 7.2kV G5～G60A 
CL形 3.6kV G75A,G100A 

CL形 7.2kV G75,G100A 
CL-LB形 3.6kV G5～G60A 
CL-LB形 7.2kV G5～G60A 
CL形 3.6kV G75A,G100A 

CL形 7.2kV G75,G100A 
CL-LB形 3.6kV G5～G60A 
CL-LB形 7.2kV G5～G60A 
CL形 3.6kV G75A,G100A 

CL形 7.2kV G75,G100A 
CL形 7.2kV G150A,G200A 
CL形 7.2kV G300A,G400A 
CL形 7.2kV G150A,G200A 
CL形 7.2kV G300A,G400A 
CL-LB形 3.6kV G5～G60A 
CL-LB形 7.2kV G5～G60A 
CL形 3.6kV G75A,G100A 

CL形 7.2kV G75,G100A 
CL-LB形 3.6kV G5～G60A 
CL-LB形 7.2kV G5～G60A 
CL形 3.6kV G75A,G100A 

CL形 7.2kV G75,G100A 
CL形 3.6kV G150A,G200A 
CL形 3.6kV G300A,G400A 
CL形 3.6kV G150A,G200A 
CL形 3.6kV G300A,G400A 

 

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
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400

7.2
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ー 

A
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ー 

CL

屋内 

屋外 
 

屋内 

屋内 

屋外 

屋内 

屋外 

屋内 

屋外 

1966

1967

1968

1968

7.2/3,6

3.6

 性換互 番形 名形
定格 
電圧 
（kV） 

定格 
電流 
（A） 

適用 
ヒューズリンク 

T50 
 

T150 
 

T50 
 

T150 
 

T50 
 

T150 
 
 

T300 
 
 

T50 
 

T150 
 

T50 
 

T150 

T150 
T300 
T150 
T300

7.2

V75 
 

V100 
 

B75 
 

B100 
 

V75 
 

V100 

H200 
H400 
B200 
B400 

V75 
 

V100 
 

B75 
 

B100 

V100 
H200 
B100 
B200

CL

2 高圧限流ヒューズ（PF）の更新
製造年 ロット番号 

第3ロット
製造月 ロット番号 

2017年
2018年
2019年
2020年
2021年
2022年
2023年
2024年
2025年
2026年
2027年
2028年

A
B
C
D
E
F
G
H
J
K
L
M

1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月

A
B
C
D
E
F
G
H
J
K
L
M 2

1

3837



ご購入いただきました三菱高圧・特別高圧限流ヒューズにつきまして、下記のとおり製品保証させてい
ただきます。

１．無償保証期間と無償保証範囲

【無償保証期間】
製品の無償保証期間は、製造後18カ月又は、納入後1年のいずれか早い期間とさせていただきます。

また、修理品の無償保証期間は、修理前の保証期間までとさせていただきます。

【無償保証範囲】
上記無償保証期間中に当社の責任において故障が生じた場合は、無償交換させていただくことを、無償

保証の範囲とさせていただきます。
無償保証期間中にあっても、以下の場合には有償修理とさせていただきます。
① カタログ･取扱説明書や仕様書などに記載されている以外の不適当な条件、環境、取扱い、使用方法
などに起因した故障。

②施工上の不備に起因する故障。
③弊社のサービスによらない納入後の移動･輸送による不具合。
④お客様にて当社の了解なく製品に改造などの手を加えたことに起因する故障。
⑤取扱説明書などに記載の補用品等が正しく保守・交換されなかったことによる故障。
⑥ 火災･異常電圧などの不可抗力による外部要因、塩害、ガス害、塵埃など設置環境によるもの、およ
び地震、雷、風水害その他天変地異などの自然災害による故障。

⑦当社出荷時の科学技術の水準では予見できなかった事由による故障。

【故障診断】
お客様の要請により、当社、または当社サービス会社にて故障診断を実施させていただきます。この場

合、当社起因による故障と判断された場合は無償、そのほかの場合につきましては、当社の料金規程によ
りお客様のご負担をお願いいたします。

２．使用環境と適用
次のような場所では使用しないでください。誤動作や寿命低下につながることがあります。
①周囲温度が－20～＋40℃の範囲を超える場所。
②日平均温度が35℃を超える場所。
③標高が1,000mを超える場所。
④異常な振動又は衝撃を受ける場所。
⑤過度のじんあいがある場所。
⑥爆発性、可燃性、腐食性などの有害なガスがある場所。
⑦過度の水蒸気又は油蒸気がある場所。
⑧氷雪が特に多い場所。
⑨常時湿潤な場所。
⑩潮風を著しく受ける場所。

３．機会損失･二次損失などへの保証責務の除外
保証期間の内外を問わず、当社の責に帰すことができない事由から生じた障害、当社製品の故障に起因

するお客様での機会損失･逸失利益、当社の予見の有無を問わず特別の事情から生じた費用（搬出入費な
ど）･損害･二次損害･事故補償･当社製品以外への損傷および復旧に係わるその他の業務に対する補償につい
ては、当社責務外とさせて頂きます。

４．更新推奨について
三菱高圧・特別高圧限流ヒューズの更新推奨時期はJEMA（一般社団法人日本電機工業会）にて「汎用

高圧機器の更新推奨時期に関する調査」報告書にて報告されていますとおり、製造後 屋内用：15年・屋外
用10年を目安に更新いただきますことを推奨いたします。
なお、この更新時期につきましては、「機能、性能に対する製品の保証値でなく、通常の環境のもとで、

通常の保守･点検を行って使用した場合に、機器構成材の老朽化などにより、新品と交換した方が経済性を
含めて一般的に有利と考えられる時期」などよりご提案しています。

3 無償保証期間と無償保証範囲

製作 
開始年 

使用 
場所 形名 形番 

定格 
電圧 
（kV）

形名 形番 寸法 
互換 

特性 
互換 

定格 
電圧 
（kV）

切替推奨品 旧形既納品 
CLS形ヒューズリンク 

定格 
電流 
（A）

定格 
電流 
（A）

リンク寸法 
径×長さ 

φ77×290

リンク寸法 
径×長さ 

φ60×200 
φ77×200 
φ87×250 
φ60×310 
φ77×350 
φ87×450

× 
× 
× 
× 
× 
× 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

50～200SA
M20,M50,M100 

M150,M200 
M300,M400 

M20,M50 
M100,M150,M200 

M300,M400

3.6

φ77×45050～200SA7.2

MCLS屋内用 1966

3.6

RCLS

7.2

製作 
開始年 

使用 
場所 形名 形番 

定格 
電圧 
（kV）

切替推奨品 旧形既納品 
CLS形ヒューズホルダ 

定格 
電流 
（A）

適用 
ヒューズリンク 

CLS-M形 
3.6ｋV 50～200SA

CLS-M形 
3.6ｋV 50～200SA

CLS-R 3.6kV M20A 
CLS-R 3.6kV M50A 

CLS-R 3.6kV M100A 
CLS-R 3.6kV M150A 
CLS-R 3.6kV M200A 
CLS-R 3.6kV M300A 
CLS-R 3.6kV M400A 

CLS-R 3.6kV M20A 
CLS-R 3.6kV M50A 

CLS-R 3.6kV M100A 
CLS-R 3.6kV M150A 
CLS-R 3.6kV M200A 
CLS-R 3.6kV M300A 
CLS-R 3.6kV M400A

2003.6M RCLS屋内用 1966

性換互番形名形
定格 
電圧 
（kV）

定格 
電流 
（A）

適用 
ヒューズリンク 

M100

M200

M400

M50

M200

M400

× 

× 

× 

× 

× 

× 

7.2

3.6

CLS

3

2

4039



Creating Solutions Together.

三菱電機のファクトリーオートメーション（FA）製品は、各種制御機器や駆動機器から省エネ機器や加工機まで多岐にわたり、製造業をはじめとする
さまざまな分野で自動化に貢献しています。また、ソフトウェア、データ監視や加工シミュレーションシステム、そして産業用ネットワークやFAとITを
つなぐEdgecrossなどを活用しながら、グローバルなパートナーネットワークを通じて、IoT化やデジタルマニュファクチャリングの実現を
サポートします。

さらに、三菱電機の多彩な事業分野とのシナジーが生み出す総合力により、工場、ビル、社会インフラ分野で近年、特に注目を集めるクリーンエネルギー、
省エネ、カーボンニュートラルといったサステナビリティへの取り組みをワンストップで支援します。

私たち三菱電機FAは、皆さまのソリューションパートナーとして、最先端技術を活用した「オートメーション（自動化）」により、持続可能なものづくりと
社会の実現に向けた変革を支えてまいります。

オートメーションによる変革で、より豊かな社会を共に創っていきましょう。

低圧配電制御機器 変圧器・高圧配電制御機器 電力管理用計器・省エネ支援機器 電源・環境周辺機器(産業用送風機, UPS)

シーケンサ 駆動機器 表示器（HMI） エッジコンピューティング製品

数値制御装置 (CNC) 産業用・協働ロボット 加工機

※  国によって販売していない製品がありますので、お問い合わせください。

SCADA ソフトウェア

三菱FAX.技術サービス 

お取引代理店及び担当者 

〒 

様 

（TEL.          ）

TEL.

（市外局番      ）

〈お問合わせ元〉 

〈ご質問内容〉 

件名 

〈ご要求期限〉 

月   日 

年   月   日 

機種：ヒューズ,LBS,エネセーバ,断路器 

担当： 

三菱電機社会インフラ機器株式会社

FAX. 
番号 FAX. 0795-82-5308

0795-82-2038

－ 

住
所

会
社
名

所
属
名

氏
名

〈回 答〉 

添付別紙参照（   枚） 

別添資料 （有り、 無し）／計（   ページ）

（コピーしてご使用ください） 
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！ 安 全 に 関 す る ご 注 意 
本カタログに記載された製品を正しくお使いいただくため 
ご使用の前に必ず「取扱説明書」をよくお読みください。

●本品のうち、外為法に定める規制品（貨物・技術）を輸出する場合は、経済産業大臣の許可が必要です。

この印刷物は、2025年9月の発行です。なお、お断りなしに仕様を変更することがありますのでご了承ください。

三菱高圧・特別高圧限流ヒューズ 

お問合せは下記へどうぞ
〒100-8310 東京都千代田区丸の内2-7-3（東京ビル）

北海道支社.......................〒060-8693 札幌市中央区大通西3丁目11番地（北洋ビル）.................................................（011）212-3792（FAシステム課）
東北支社...........................〒980-0013 仙台市青葉区花京院1-1-20（花京院スクエア）.................................................（022）216-4554（配電制御課）
新潟支店...........................〒950-8504 新潟市中央区東大通二丁目4-10（日本生命新潟ビル）.....................................（025）241-7227（FAシステム課）
本社機器営業第一部........〒100-8310 東京都千代田区丸の内2-7-3（東京ビル）..........................................................（03）3218-1353（配電制御第一・第二課）
北陸支社...........................〒920-0031 金沢市広岡3-1-1（金沢パークビル）..................................................................（076）233-5501（機器システム課）
中部支社...........................〒450-6423 名古屋市中村区名駅3-28-12（大名古屋ビルヂング）.......................................（052）565-3340（電設機器課）
関西支社...........................〒530-8206 大阪市北区大深町4-20（グランフロント大阪 タワーA）...................................（06）6486-4097（電設機器課）
中国支社...........................〒730-8657 広島市中区中町7-32（ニッセイ広島ビル）.........................................................（082）248-5296（配電制御課）
四国支社...........................〒760-8654 高松市寿町1-1- 8（日本生命高松駅前ビル）......................................................（087）825-0072（FAシステム第二課）
九州支社...........................〒810-8686 福岡市中央区天神2-12-1（天神ビル）..............................................................（092）721-2243（配電制御課）

三菱電機社会インフラ機器株式会社..................〒669-3465 兵庫県丹波市氷上町横田858番地................................（0795）82-2038（代表）
詳細技術事項のお問合せは 


